
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「同どう棲せい……今月で、終わりになるかも……」




　え……。

「え、えぇぇ!?　それって……ど、どういうことだよ!?」

　突とつ然ぜんの二に科しなの言葉に戸と惑まどいが隠かくせず、俺は尋たずねた。




「今、パパから電話だったんだけど……仕事の都合でまた日本に戻もどって来られることになった、って。再来月には正式に戻ってくるらしくて、ママだけ先に来月から戻ってくる、みたいで……」




「……！」

　二科の両親が、日本に戻ってくる……。

　確かにそれは、同棲解消することになるだろうが……。

　大きな問題が一点。




「どうすんだよ……ご両親はまだ、俺たちが付き合ってるって思ってるのに……」




　以前の二科の話では、両親が戻ってきたとき、二科に新しく好きな人ができたという理由で別れていて、互たがいに別に恋こい人びとがいれば、両親は納得してくれるのではないか、ということだった。

　今、二科にも好きな相手がいるし、俺も……三み波なみさんがいるわけだし、それに近い状じよう況きようにはなれているような気はするが……それにしたって、両親からしたら展開が早すぎる、と感じるのではないか。

　結けつ婚こんを前提に同棲までしておいて、こんなに早く別れるなんて、俺、二科の親父さんにぶっ殺されるんじゃないのか……？




「追おい々おい説明して、納得してもらうしかないかな……。私が心変わりしたって言って説得すれば、怒おこりはするだろうけど、あんたに被ひ害がいはいかないと思うから……」

　二科は深いため息をついて言う。

　そんなに簡単に納得するものなのだろうか？




「ところで……さっきの話だけど」

「え……？」

「だから、三波さんと付き合うことになった、って……。どういうこと？」

　気づけば二科は、びっくりする程真しん剣けんに俺を見ていた。

　俺が三波さんと付き合うことになったと二科に報告した直後、二科に電話が来て話しが途と切ぎれてしまっていたのだ。

　今まで一いつ緒しよに頑がん張ばって来た二科だから、てっきり祝福してくれるだろうと思っていた。

　それなのに、二科は俺の話を聞いて戸惑うばかりで、全く嬉うれしそうにしてくれなくて……俺は内心、少しショックを受けていた。

「確か前に聞いた話では、三波さんが『声優として一人前になるまで彼氏は作らない』って決めてるから、『一度だけデートして欲しい』って言われてた、って……」

「あ、ああ……そうだったんだけど、三波さんに、その……やっぱり彼女にして欲しい、って、改めて告白されて……」

「……！　そう、なんだ……。ってことは、三波さんに……心境の変化があった、んだ。で……、あんたはそれを受けた、ってこと……？」

「あ、ああ……」

「なんでまた……？　前に聞いたときは三波さんと付き合いたいとか、そういうこと言ってなかったけど……」

「あ、えっと……」

　なんで、なんて理由を聞かれるとは思ってなかった。

　しかし、なぜか二科の様子が真剣そのものだから、俺も正直に答えなければいけないと思った。




「三波さんと一緒にいるうちに、三波さんのことを好きになってたことに気づいたから……」




「……！」




　二科は俺の言葉に、一いつ瞬しゆん俺の顔を見て表情をなくしたように見えた。

　それから、すぐに俺から視線を逸そらす。

「……そう……なんだ……。そっか……」

「……？」

　二科は、俺が想像していたよりずっと驚おどろいているようだった。

　少しの間、二科は俺から視線を逸らしたまま俯うつむいていた。




　だからそれ、どういう反応なんだよ……？

　共に頑張ってきた戦友の進歩に、喜んではくれないのかよ？　祝福してはくれないのかよ？

　先を越こされたって、ショックを受けているのか？




　二科はやがて顔を上げると、




「そっか、おめでとう、一いちヶが谷や！」




　笑顔で俺を見て、俺の肩かたを叩たたいた。

「いやー、ちょ、ちょっとびっくりしすぎて動どう揺ようしたけど……。だって、まさかあんたに先越されるなんて思ってなかったし！　すごいじゃん……！　あの三波さんと付き合えるなんてさ……」

「に、二科……。あ、ああ。ありがとう」

　やっと二科がかけてくれた祝福の言葉に、俺は礼を言う。

　今まで一緒に頑張ってきて、協力してくれた二科だからこそ、心から祝福してもらいたかった。

　祝福してもらえて嬉しいが、さっきまでの戸惑っている様子は一体何だったのか。




「三波さんは、自分の決意を変えるほど、あんたのこと好きになった、ってことなんだね。それで、あんたもちゃんと……三波さんのことを好きになって、それで二人が結ばれたなら……こんなにめでたいことはないよ。私も……一ヶ谷を見習って頑張んなきゃ、ね」

「……。あ、ああ……」




　それから二科は、静かにリビングを出て行き、自室へ向かった。そんな二科の背中を見て、やっぱり何か違い和わ感かんを覚える。




　二科の様子がおかしいことが、俺は気がかりだった。

　俺に先を越されたことが、そんなにショックだったのか……？

　二科だって、コスプレイヤーのユーヤさんといい感じのように見えるし、理想の彼氏ができるのも近いように思えるのだが……。







　二科が自室へ行ってから、スマホを確認すると、ラインが来ていた。




【三波エレナ：今日はありがとうございました。すっごく楽しかったです。今日から宜よろしくお願いします】




　そ、そうか……。

　まだ夢みたいだけど、今日から……三波さんは、俺の彼女なんだよな。

　緊きん張ちようしながら、返信しようとしたら、もう一通未読ラインがあることに気づく。

　えっ……ゆめさんから？




【ゆめ：一ヶ谷君、ライン返信ないけど、最近忙いそがしいのかな？　久しぶりにまた一ヶ谷君に逢あいたいなあ…♡】




「!?」

　ゆめさんからは相変わらずラインがちょくちょく来ていたが、全部に返していたらキリがないため返さずにいたら、やり取りが一時期止まっていた。

　数日ぶりに来たラインの内容にドキッとする。

　逢いたい、って……。

　これはまずい。ゆめさんに、彼女ができたこと言わないと……。




　とりあえず、真っ先に優先すべきは『彼女』への返信だろう。よく分からないけど、彼氏としてそうすべきなんじゃないかと思う。




【今日はこちらこそありがとう！　三波さんの言葉、すごく嬉しかった。これから宜しくね】




　慣れない絵文字などをつけつつ、ラインを返信した。

　そして、改めて次の返信に気が重くなる。

　ゆめさんのことを、俺は正直──少し、怖こわいと思っている。けど、彼女を完全に拒きよ否ひして傷つけることはもっと怖かった。

　彼女が少なからず俺に何かしらの好意を持ってくれていることは分かっていて、それなのに、俺はその好意を受け入れることもせず、はっきり断ることもせず、ずるい立場のままここまで来てしまった。

　別にゆめさんからのラインを迷めい惑わくだとかは思ったことはないし、好意を向けてくれているなら嬉しい。

　勿もち論ろん、ゆめさんの俺への気持ちもどのくらいのものかは分からない。友達として仲良くしたいだけなのかもしれないし、それ以上かもしれない。

　だから今まで、なあなあで来てしまった。

　だけど、今日からはそうはいかない。三波さんという、俺には勿もつ体たいないくらいの彼女ができたのだ。

　このままにしておくのは、三波さんに対して、それからゆめさんに対しても失礼だろう。




【ライン返信できてなくてごめん。実は、】




　そこで一度指が止まる。

　これは絶対に、伝えなければいけないことなんだ。

　自分にそう言い聞かせて、重い指を動かした。




【実は、彼女ができたんだ。だから、会うことはできない。これからは、ラインもできない。ごめん】




　そもそも今までもきちんと返せていなかったけど、今後は一切返せなくなる。

　そういう意味を込めて、心を鬼おににしてラインを送った。

　ごめん、ゆめさん……。

　こんな俺にたくさん連れん絡らくをくれて、嬉しい言葉もたくさんくれたのに、その気持ちに応えられなくて……。

　俺にはゆめさんの全てを受け入れる自信がなかった。

　まだ告白されたわけでもないから早とちりかもしれないけど、俺は罪悪感で押しつぶされそうな気持ちになる。




　ラインの通知音が鳴る。

　すぐに確認すると……三波さんではなく、ゆめさんからだった。




【ゆめ：ひどい。。。】




「……っ！」




　最初の一文を読んだだけで、スマホを落としそうな程に衝しよう撃げきを受ける。恐きよう怖ふに震ふるえながら、続きに目を落とす。




【なにそれ。ゆめそんなの聞いてない。ゆめとラインしながら、他の子とも仲良くやってたってこと？　一ヶ谷君最低すぎる。そんな人だと思わなかった。ゆめは毎日一ヶ谷君のこと考えて、ライン待ってたのに。。。】




　まずい……完全に怒おこらせた。

　あまりの恐怖に手が震え、心臓の鼓こ動どうが速まる。

　まさかここまで怒るとは思ってなかった。ゆめさんはそこまで俺に本気になってくれていた、ということなのか……？

　どうなるんだこれ？

　さすがにいくら怒ったからといって二次元のヤンデレみたいに殺しにくる……なんてことはないだろうが、このまま何事もなく許してもらえるとは思えない。

　どうしたら許してもらえる？　そんなに酷ひどいことをしてしまったのか、俺は？




【二十二日と二十三日、十三時から十九時までシフト入ってるから、空いてるときにバイト先に来てくれる？　どうしても直接会って話さないと気が済まないから。。。】




　直接会って話さないと気が済まない、って……!?　俺、どうなっちまうんだ!?

　いや、マジで殺されるなんてことはないだろうが、このラインのブチギレ具合からして、責められることはまず間ま違ちがいない。罵ば倒とうされたり、逆に泣かれたりするのだろうか？

　正直、行くのが怖い……。

　だけど。

　ゆめさんが、直接会って話さないと気が済まない、と言うのなら……俺は行くべきなんだと思う。

　あの日出会って、一時期はあんなに頻ひん繁ぱんにやり取りをした仲なんだ。

　きちんとケジメをつけなければならないと思う。




【分かった。それじゃあ、二十二日の十九時過ぎに、バイト先の近くで待ってるよ】




　覚かく悟ごを決めて、俺は返信を送った。








２









　翌日。

　午前十時頃ごろに俺が部屋から出ると、自室から出てきた二に科しなと偶ぐう然ぜんバッタリ会う。

「おはよう、一いちヶが谷や」

「あ、ああ、おはよう」

　二科の様子はいつも通りだった。

　俺もなるべく平静を装う。

「ねえ一ヶ谷、段ボールとか余ってない？」

「え……？　えっと、確か捨てようと思って溜ためてあるのがいくつかあるけど……」

　突とつ然ぜんの質問に、戸と惑まどいながら答える。

　通つう販はんサイトで商品を買ったときの段ボールがかなり溜まっていた。

「あ、ちょうだい！」

「いいけど、何するんだ？」

「何って、引っ越こしの準備だよ」

「え……」

　二科の部屋の扉とびらが開いていて、中が少し見えた。

　既すでに、いくつか段ボールが置かれていた。

　もう荷物をまとめてるのか……？

「お、親父さんが日本に戻もどってくるのは再来月……って言ってなかったか？　なんでもう引っ越しの準備して……」

「お母さんは来月には戻ってくるから、そのときには引っ越したいし……。できればそれ以前に、なるべく早くこの家を出て、近くのホテルで暮らそうかなって。その間、荷物だけはまだこの家に置いておいてもらうことになるけど……」

「……！　な、なんでそんなに急いで……？　ホテルに泊とまるったって、金かかるだろ。せめて二科のお母さんが戻ってくるまではこの家にいれば……」

　二科がどうしてそんなに急いでいるのか理解できず、戸惑う。

「だって……三み波なみさんに悪いじゃん？　自分の彼氏が別の女子と住んでるなんて、私だったら嫌いやだし……」

「……！」

　二科が苦笑して言う。

　二科……三波さんに気を遣つかって……。

「考えてみたら、ちょうどいいタイミングかな、って思ってさ。あんたに彼女ができて……。それにほら、私にも好きな人ができたわけだし」

「……っ！」

　そ、そうか……。

　三波さんに悪いってのもあるし、それに……二科自身も、ユーヤさんという好きな人ができた今、他の男と二人きりで暮らしてるなんて……嫌、だよな……。




「あ、ああ……分かった。俺も協力するよ」




　二科が家を出て行くことに、寂さびしいなんて……そんな感情を抱いだいている自分に呆あきれる。

　そんなこと、思っちゃいけないって分かっている。

　二科の言う通り、三波さんに……俺にとって何より優先すべき相手に、本当は気を遣わなければいけない。

　本来なら俺が三波さんに悪いと思って、俺の方が先に行動に移さなきゃいけなかったのかもしれない。

　それなのに、それどころか、俺たちのことを思って決断してくれた二科に対して、出て行かれて寂しい、なんて……。

　三波さんと付き合ってるのにそんなことを思う俺は、本当に最低だ。

　せめて、この気持ちは自分の中だけで隠かくさなければいけない。




　　　　＊　＊　＊




　数日後。




　この日俺は、秋あき葉は原ばらであいと遊ぶ約束をしていた。

　今日から稼か働どうが始まるゲームがあったので、二人で遊ぶ。




「えっ……彼女!?」




　ゲーセンを出て、マクドナルドで軽食を取りながら、俺はあいに彼女ができたことを報告した。

　あいは俺の報告に驚おどろいている。

「景かげ虎とらに彼女、って……誰だれ!?　もしかして……二科さん？」

「え!?　ち、違ちがうって！　一年の、三波さんっていう子なんだけど……」

「へえー……名前は聞いたことあるような……どんな子？」

「え、えっと、イギリス人とのハーフで……めちゃくちゃ可愛いけど実は百合ゆり好きの重度のオタクで……」

　学校では声優の仕事のこと人に言ってないと言っていたので、そこは伏ふせて説明した。

「何それ、惚のろ気け!?」

「いや、お前がどんな子？　って聞くから……」

「そんな可愛い子が景虎の彼女になってくれるなんて、そんなことありえる～？」

「……！　お、俺だって、イマイチ現実味ないけど……」

「写真とかないの？」

「え、えーっと……」

　グイグイ質問攻ぜめにしてくるあいに狼狽うろたえながらも、スマホで三波さんの画像を探す。

　コスプレ姿の写真が出てきたが、これを見せるわけにはいかない。本人の承しよう諾だくなしに見せるのもアレだし、彼女のこんな露ろ出しゆつ度の高い姿を他の男（一応）に見せるのは、俺的にも微び妙みようだ。

　まあ、このコスプレ姿で人前で仕事してたわけだから、三波さん自身は気にしないかもしれないが……。

「彼女の写真一枚もないのー？　それほんとに彼女なの？　景虎の妄もう想そうじゃなくて？」

「ち、違う！　み、三波さんの方から、付き合って欲しいって言ってくれたし……あ、ラインのアイコンだったら！」

　遠目でイマイチ顔が分かりづらかったが、私服姿で写っているこの写真なら、見せても問題ないだろう。

　俺はあいに三波さんのラインのアイコンを見せた。

「えっ……か、可愛い！」

　あいは一目見て驚いた様子で声を上げた。

「これ、芸能人の公式ラインとかじゃないの？　最近よくある、芸能人の彼氏彼女になれるラインサービス、みたいな……」

「そんなわけあるか！」

「だ、だって、こんな子が、しかも自分から景虎に付き合って欲しいって告白したなんて……なんでそんなことになるわけぇ？　何か怪あやしいビジネスに勧かん誘ゆうされたり、商品売りつけられそうになったりした？」

「してねえよ！」

　あいのあまりの言葉に、怒いかりで声が大きくなる。

　あいの奴やつ、どうしても俺にこんなに可愛い彼女ができたって信じたくないみたいだな……。

「どんな奇き跡せきが起きたらこんな子に景虎が告白される展開になるわけ？」

「お、俺だって分かんねえけど！　騙だまされてるとか、そういうことは絶対ないから……」

「……。景虎なんて、僕にしか相手にされないって思ってたのにさ……」

「……え？」

「そもそも、この子と知り合ったとか仲良くなったとか、今までにそういう話全然聞いてないし！」

「……っ！」

　確かに話してなかったけど、三波さんの仕事のことは話せないから、出会った経けい緯いも何もかも正直に話せないことだらけなんだよ……。

「僕に内ない緒しよで勝手にリア充じゆうになってたとか……景虎のくせに生意気～！」

「!?　お、お前なあ……！」

　俺に先を越されたことへの嫉しつ妬となのか、俺が黙だまっていたことが気に食わないのか、あいは頬ほおを膨ふくらませた。




　それから、この後コスプレの小道具を買いに行くというあいと、十八時くらいに別れた。

　俺は夜からは別の予定があり、事前にあいにそれを伝えてあった。




　この日は……ゆめさんのバイト先へ行くと約束していた日だった。

　約束の時間は、十九時過ぎ。

　あと一時間、この店でスマホでも弄いじって時間を潰つぶしてから、店に向かおう。

　俺は今日、ゆめさんにどんな罵ば倒とうをされるのだろう？

　どうしても会って話したいことって、一体何だ？

　お前のことは一生許さないとか言われるのか？

　今まであいと過ごしていたから気が紛まぎれていたが、一人になると恐きよう怖ふで心が押しつぶされそうになる。

　とにかく、どんな罵倒もされる覚かく悟ごでいなければ……。




　　　　＊　＊　＊




　十九時ちょうど頃ごろに、俺はゆめさんのバイト先のメイド喫きつ茶さの前にやってきた。

　十九時にバイトが終わるなら、その後もまだ店はやってるからクローズ作業はなく、着き替がえて出てくるだろうから、きっと出てくるのは十分から十五分後だろう。

　そう分かっていても、緊きん張ちようと恐怖のあまり早めに来てしまった。

　とにかく無事にこの時間が過ぎて欲しい。俺はその一心だった。




　店の近くの路地の端はしに寄って、スマホを弄りながら、ひたすら時間が過ぎるのを待った。いつもよりずっと時間が経たつのが遅おそく感じた。




「……！」

　十分程度待った頃だろうか。

　店の扉が開いて、そこには久しぶりに見るゆめさんの姿があった。

　相変わらず、ゆめさんはめちゃくちゃ可愛い。

　見た目で言えば、俺のストライクドンピシャだ。

　今日着ている白いロリータ服も、見とれてしまうほどに似合っている。

　だけど……今はそれどころではない。




「一ヶ谷君……ほんとに、来てくれたんだ」

「へ……？」

「……ここじゃゆっくり話せないから、移動しよっか」

「あ、ああ……」




　ゆめさんは、暗い表情で淡たん々たんと話す。

　その様子に一層恐怖を募つのらせた。




　ゆめさんは俺の方を振ふり返りもせず、どんどん進んでしまう。俺は必死に後を追った。

　気づけば、人ひと気けのない路地裏までやってきて、やっと彼女は立ち止まった。

　こんな人気のないところに連れ出されて、俺は一体どうされてしまうんだ……？




　立ち止まったゆめさんは、振り返ってやっと俺の顔を見た。

　あまりの恐怖に俺の心臓は跳はね上がる。

　直接会って話さないと気が済まない話って、一体何なんだ？

　アニメやゲームのヤンデレのように殺される……なんてことはさすがにないだろうが、ビンタの一発や二発は覚悟しておいた方がいいのだろうか。

　いや、もしかしてビンタで済んだらまだいい方か？　グーパン、腹パンが来る可能性も……？

　別に俺はゆめさんと付き合っていたわけではないし、裏切ったとか嘘うそついたとかそういうことをしたわけではない。

　だから、さすがにそこまでされる筋合いはないと思うのだが、それでも……俺がゆめさんを傷つけてしまったことは事実で、ゆめさんがそういったことをすることで気が済むというのなら、嫌いやだけど……受け入れなければいけないのかもしれない。




　振り向いて俺を見た彼女の顔は、辛つらそうな、苦しそうな、悲痛な感情が読み取れる表情だった。

　そんな顔を見ると、罪悪感で胸が苦しくなる。

　ゆめさんは何も言わないまま、こちらへ一歩ずつ近づいてきた。

「……っ！」

　やばい、ついに来る！

　ビンタか？　腹パンか？　何か武器は持ってないよな？

　恐怖のあまり咄とつ嗟さにぎゅっと目をつむり、身体からだを強こわばらせる。




「……!?」




　暗くら闇やみの中で、身体が温かい、柔やわらかい感覚に包まれる。

　やがてすぐに、抱だきつかれたのだと気づいた。

　目を開けると、すぐ目の前で、ゆめさんが目を閉じて正面から俺の身体を抱きしめていた。

「ゆ、ゆめさ……」

　想定外の彼女の行動に、俺は驚おどろきのあまり言葉も出ず、身体も硬こう直ちよくしてしまう。

　女の子に抱きつかれたのなんて初めてで、顔が熱くなり、嫌でも心臓の鼓こ動どうが速くなっていく。




「…………」

　やがてゆめさんはゆっくりと身体を離はなし、目を開けて俺を見た。

　その顔は……驚いたことに、笑顔だった。




「今まで……ありがとう、一ヶ谷くん」




「え……!?」

　ゆめさんの口から出た言葉に、驚いて言葉を失う。




「夢みたいな時間だった。ゆめにこんなに優しくしてくれる人、初めてだったから。生まれて初めて……好きな人ができて、たくさんラインして……返ってこないときもあったけど、待ってる時間も含ふくめて幸せだったよ」




「……っ」

　ゆめさんの言葉の一つ一つが胸に刺ささる。

『好きな人』……。

　ゆめさん、俺のことを……そこまで思ってくれていたのか。

　俺とのことを、そんな風に思ってくれていたのか。

　こんなに嬉うれしい言葉をくれるために俺を呼び出したなんて、一ミリも想像していなかった。

　殴なぐられるか、手は出されなくとも罵倒されるか、泣き喚わめかれるか……そんな風に思っていた俺は、ゆめさんにとんでもなく失礼なことをしてしまっていたと自覚する。




「ゆめさん……。あ、ありがとう」

　本当はゆめさんに言いたいことがたくさんあった。

　だけど、三波さんがいるのに他の女の子に抱きつかれてしまったという時点で、三波さんに後ろめたい気持ちでいっぱいだった。

　だから、俺からゆめさんに言えるのはそれだけだった。







「忘れないから。……一生」







「!?」

　ゆめさんの言葉に感動していたそのとき、彼女の声こわ色いろが一いつ瞬しゆんで恐おそろしいものへと変わる。

　笑ってこそいるものの、その顔はとんでもなく恐ろしい笑顔に見えた。

　感動から一気に恐怖にたたき落とされて、感情が追いつかない。

　一生忘れない、って……やっぱり俺、いつか殺されるんじゃ!?




「ふふっ……ばいばい」




　ゆめさんは今度は柔らかく笑って言うと、すぐに俺から背を向けて走り出した。

「あ、ゆめさ……」

　呼び止めようとしたが、ゆめさんの背中はあっという間に遠くなる。俺は追いかけることはしなかった。




　ゆめさん……俺の方こそ、ありがとう。
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　こんな俺のことを、好きになってくれて……。

　あんなに可愛い子が俺のことをそんなに思ってくれていたなんて、未いまだに信じられない。




　俺との時間を、幸せだったと言ってくれた。




　学校がつまらないと言っていた彼女。

　俺にできるのは、この先彼女に幸せが訪れることを願うことだけだった。







　ゆめさんとのことが、清らかな思い出になりそうになっていた、そのとき。

「……!?」

　帰りの電車で何気なくＴｗｉｔｔｅｒを見ていて、俺は衝しよう撃げきを受けた。

　ゆめさんのツイートが、一切ＴＬから消えていた。

　まさかと思い、フォロー一覧を見る。

　ゆめさんのアカウントは、フォロー一覧から消えていた。

　ゆめさんのアカウント名でユーザー検けん索さくをかけ、なんとか見つけることができた。タップして飛んでみると……。




『ブロックされています』




「!?」

　嫌な予感は当たった。

　ゆめさんは頻ひん繁ぱんにツイートするので、ＴＬに表示されないことに気づいたのは今日だ。つまり、ブロックされたのは今日から……？

　ありがとうとか、幸せだったとか言ってくれて、すごくいい別れだったと、本当はいい子だったんだと思っていたのに……。

　どうしてだよ、ゆめさん……!?

　やっぱり俺にキレてるんか!?

　女の子の考えていることは、本当によく分からない……。

　内心傷つきながら、Ｔｗｉｔｔｅｒを閉じたのだった。




　　　　＊　＊　＊




　その日家に帰ってから。

　ラインの通知音が聞こえて、スマホの画面を見て驚いた。

　五ご条じようさんから、ラインが来た。

　五条さんとラインのやり取りをするのは、五条さんにラインのＩＤを教えてもらって、挨あい拶さつとスタンプを送り合って以来だ。




『五条ましろ：久しぶりです。話したいことがあるんですけど、空いてる日ありませんか？』




　話したいこと……？　一体何だろう。

　この感じからすると、直接話したい、ということだろうか。




『久しぶり。大体空いてるよ』




　悲しいことに、今後三波さんと遊ぶ約束をしている以外には特に予定なんてないので、そう返信した。

　やり取りの結果、早さつ速そく明日の十三時に池いけ袋ぶくろで待ち合わせをすることになった。

　三波さんという彼女がいる今、話すだけなら良いとして、デートのように遊びに行くのはまずいと思っていたが、五条さんもそんなつもりはなかったようで、やり取りの中に、

『呼び出してごめんなさい。話しはすぐ終わるので』

という文面があった。




　五条さん……。

　最後に彼女に会ったのは、ゆめさんのバイト先に、五条さんがヘルプで入っていたときだ。

　そのとき五条さんは、まるで俺とゆめさんに嫉しつ妬としているかのような態度にも見えたのだが、その後会うことも話すこともないまま、時が過ぎてしまった。

　そして俺には三波さんという彼女ができて、以降、五条さんとは一切連絡を取っていなかった。五条さんはプライベートのＴｗｉｔｔｅｒも消してしまったので、今どうしているのか、俺にはさっぱり分からない。

　五条さん、俺に話しって、一体何なんだろう。

　もし俺にほんの少しの勇気があれば、五条さんと付き合うことになっていたかもしれないんだよな。

　今となっては、不思議な感覚だ。







　翌日。

　俺は五条さんとの約束のために池袋へ向かった。




　待ち合わせ場所である池袋駅に到とう着ちやくし、待ち合わせスポットとして有名な、池袋東口のいけふくろうの前へと向かった。

　池袋は、五条さんとの思い出の場所でもある。

　まだ五条さんの本ほん性しようを知らなかったとき、池袋で遊んだんだ。




　いけふくろう付近に着くと、五条さんの姿を発見した。

「五条さん、お待たせ！」

「あ、一ヶ谷さん……」

　五条さんは、ノースリーブのフリルブラウスに、薄うすいグレーの編み上げスカートを穿はいていた。

　相変わらず、本当に可愛い……のだが、俺の顔を見てムッとした顔をしている。

　い、一体なんだ？　俺、何か怒おこらせるようなこと、してしまっただろうか？

「な、なんか、久しぶりだね」

「とりあえず、移動しましょうか」

　俺の言葉は華か麗れいに無視され、五条さんは冷たく言う。

　やはり、何か怒っていることは間ま違ちがいないのかもしれない。

「そ、そうだね……、どこで話そうか？」

「サンシャイン……」

「……！」

　五条さんの言葉に、驚おどろく。

　サンシャインといえば、俺と五条さんが過去にデートで行った場所だ。

「あっ……その……やっぱりサンシャインはナシで！　その近くに公園があったから、そこがいいです」

「え……？　あ、うん……」

　五条さんがそう言うので、俺たちはそこへ向かうことになった。

　まあ、サンシャインの中よりは、公園の方が話しやすいのかもしれない、と思った。




「さ、最近どう？」

　移動中、気まずいので当たり障さわりない質問を投げかける。

「夏休み中は、バイトづくしですよ。誰だれかさんと違って……」

「へ……!?」

　それってどういう意味だ……!?　五条さんは俺についての情報を、何か知っているのか？

　五条さんの口ぶりが恐おそろしくて、それ以上何も聞けなくなってしまう。




　やがて五条さんの言っていた公園へと辿たどり着いた。

「えっと、話しって……」

　俺に背を向けている五条さんに声をかけると、




「彼女がいるのに、こんなところに来ちゃって……いいんですか？」




「!?」

　五条さんの第一声に驚く。

　五条さんは冷たい表情で振ふり向いて言った。

「え!?　な、なんで知って……!?」

「バレてないと思ってたんですか？」

　五条さんは俺を睨にらみ付けて言う。

「あっ……ゆ、ゆめさんから……!?」

　ゆめさんのバイト先は、五条さんのバイト先の系列店であり、ヘルプでちょくちょく行っているはずだ。

　そこで、ゆめさんから伝わったのだろうか？

　二人は仲が悪そうに思えたが、そんな話しをする程の仲になったのか？




「ほんっと、一ヶ谷さんにはウンザリです」




「……!?」

　五条さんの言葉に、驚きのあまり言葉も出てこない。

「アプローチしてきたと思ったら、散々放置して……。気づいたら、彼女ができてるって聞くし」

「ご、五条さ……」

　五条さんが俺に対してそんな風に思っていたなんて……。

　暫しばらく連絡を取っていなかったから、俺のことなんてもうすっかり忘れているかと思ったのに……。




「いつまで経たっても連絡くれない一ヶ谷さんのことなんて、忘れたいのに……忘れられないし。それなのに、自分は勝手に彼女作ってて……」




「え……!?」

　忘れたいのに、忘れられない……!?

　五条さんが、俺のことを!?

「だから……最後に、ケジメつけて下さい」

　五条さんは、泣きそうな顔で俺を真しん剣けんに見ていた。

　五条さんが俺のことを忘れていなかったと言ってくれたことに、嬉うれしく思う。そこまで思ってくれていたことを知って、胸が高鳴った。

　あんなにも、憧あこがれていた五条さんが……まさか、こんな言葉を俺にくれるなんて。

　俺も連絡していなかったけど、五条さんからも連絡が来なかったから、すっかり俺のことなんて、どうでも良くなったのだろうと思っていた。だからこそ、めちゃくちゃ嬉しい。

　──だけど。

　今の俺はもう……。




「五条さん、……ごめん……。もう既すでに知ってるみたいだけど、俺には今、大切にしたい彼女がいて……」




　ケジメをつけて欲しい、と言われたのに、俺にはそんな言葉を絞しぼり出すのがやっとだった。

　五条さんは俺の言葉を聞いて、俺から視線を逸そらす。

　そして、ゆっくりと口を開いた。

「ほんっと、一ヶ谷さんは最低です。あんな風に思わせぶりなことしてきたくせに、散々放置して、仕し舞まいには他に彼女がいる、って……最後まで最悪です」

「！　ご、五条さん、ごめ……」




「……大好きでした、そんな一ヶ谷さんのこと」




「え……」

　罵ば倒とうされたかと思ったら、突とつ然ぜん告白されて、驚きのあまり思考が停止する。

　大好き？　五条さんが、俺のことを……？




「一ヶ谷さんと出会ったときの……作られたわたしだったら、一ヶ谷さんは……わたしと付き合ってくれてたのかな。なんて……たまに、思うんですよね」




「……！」

　そう言う五条さんは、寂さびしそうに笑っていた。

「伝えたかったのはそれだけです。それじゃあ」

　五条さんは俺に背を向けて、そそくさとその場を立ち去ろうとする。

「あ、待って……！」

　俺はその背中に声をかけた。

　どうしても、五条さんに伝えたいことがあった。




「作られた五条さんなんかより……今の、ありのままの五条さんの方が、俺はずっとずっと魅み力りよく的だと思うから……！」




　俺の言葉に、五条さんは立ち止まった。

　そのまま振り返らずに止まったままだ。

「最後まで……優しいんですね」

　やがて、泣きそうな笑顔で、彼女は振り返って俺を見て言った。

「もっと早く、素直になってれば良かった。そしたら、わたしにもチャンスあったのかなあ、なんて……」

　五条さんはため息をついて言う。

「あー、もう、やだな、こんなことばっかり……。もう今日で、一ヶ谷さんのこと、ほんとにほんとに忘れますから！　……だから……」




「一ヶ谷さんも、せいぜい幸せになって下さい。そうじゃないとわたし……忘れるに忘れられないから……」




　五条さんは言い切ると、また俺に背を向けて歩き出す。

「ご、五条さ……ありがとう！」

　俺の言葉に、彼女は何も返事をしなかった。







　俺があんなにも憧れた五条さんが、大好きだった、とまで言ってくれた。

　驚き、嬉しさ、切なさ、罪悪感、色んな感情が入り交じって、気づけば涙なみだが出てきた。

　ありがとう、五条さん。

　おそらく、俺の……初はつ恋こい。

　俺は長いこと公園に立ち尽つくして、五条さんのことを考えていた。
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　二に科しなとの同どう棲せい解消が決まったり、ゆめさん、五ご条じようさんと決別したりと、色んなことが起こる中、三み波なみさんとの連れん絡らくはまめに取り合っていた。




「なんか……引っ越こしの準備、めちゃくちゃ頑がん張ばってるみたいだな……」

　夕食時。

　向かい合って皿を並べ、俺は少し緊きん張ちようを覚えながら二科に声をかけた。

　というのも、最近二科との会話がとても少なくなっていて、何気なく話しかけることすらなぜか無む駄だに少し緊張してしまうのだ。

「ああ、まあ……。もうオタグッズと同人誌をまとめんのが大変でさー……」

　二科は俺の顔を見ずに、苦笑しながら答えた。

「なんか俺も手伝おうか」

　二科は、俺が三波さんと付き合っていることに配はい慮りよして、早めに引っ越そうとしてくれているのだ。それなら、俺も引っ越しの準備を手伝うべきなのではないかと思った。

「あー、全然大だい丈じよう夫ぶ。要いる物と要らない物の整理とかも兼かねてるから、一人で作業した方が楽だし」

「そ、そうか……」




　二科はあの日から、部屋に閉じこもることが多くなった。

　今まではリビングで過ごすことも多かったのに、今では食事のときくらいしかリビングに顔を出さない。夜の食事だって、今日は珍めずらしく家で食べているが、最近は外で済ませてくることの方が多い。

　昼間は大たい抵てい外に出かけているし、夜は引っ越しの準備で、忙いそがしいのだろうとは思う。

　また、ユーヤさんとの進しん捗ちよくについても気になって聞いてみたが、順調だよと一言言われただけで、それ以上は話してくれなかった。

　二科は、俺のことを避さけているかのようにも思えた。

　そう感じてからは、俺の方から積極的に声をかけるのも少し怖こわくなった。

　きっと二科のことだから、三波さんに気を遣つかっているのだろうし、それに自身もユーヤさんとうまくいっているから、もうあまり他の男と関わるべきではないと思っているのかもしれない。

　こいつはそういうところ、すごく真ま面じ目めな奴やつだ。

　もしかしたら、もうユーヤさんと付き合い始めている可能性もあるかもしれない。

　もしそうだったら、一言くらい報告して欲しいとは思う。今まで協力し合ってここまできて、ユーヤさんとのことだって俺も少しは協力したんだし……。

　……いや、あいつがユーヤさんとうまくいっているのは、他ならぬあいつ自身の力に違ちがいない。

　だから、報告しなきゃいけない義務もないのかもしれないが……。




　　　　＊　＊　＊




「……ぱい、一いちヶが谷や先せん輩ぱい？」




「……！　あっ、三波さん!?」

　すぐ近くに三波さんがいて、びっくりして声を上げてしまった。

「ご、ごめん！　ぼーっとしてて……」

　今日は、三波さんと付き合ってから初めてのデートの日だった。




「ふふ、何か考えごとですか？」

「え？　あ、いや……」

　せっかくの三波さんとのデートの日に、何ぼーっとしてるんだよ俺！

「……？　わたしに何か隠かくしごとですか？　先輩」

「……っ！」

　少しからかうように俺の顔を覗のぞき込んで尋たずねる三波さんに、ドキッとしてしまう。

「あ、あはは……そういうわけじゃ……。全然大したことじゃないから……」

　隠しごとってわけじゃないけど、二科のことを考えていたなんて言ったら失礼だと思い、そう答えてしまう。

「さ、行こうか！」

「あ、はい……」




　改めて彼女の姿を見て、見とれてしまいそうになる。

　今日の三波さんはノースリーブの夏らしい水色のワンピースを着ていて、今日もめちゃくちゃ可愛かった。

　こんなに可愛い子が俺の彼女だなんて、未いまだに信じられない。







　今日は、話題になっているアニメ映画を観に行くことになっていた。

　定評のあるアニメ制作会社のスタッフが作った日本のアニメだが、アメリカが舞ぶ台たいで、スターを目指す女の子二人の夢と友情の物語だった。

　俺も気になっていたし、女同士の友情ということで百合ゆり好きの三波さんも興味があるかと思い、ラインで提案したところ、三波さんからもちょうど気になっていたという返信が来て、この映画を観に行くことが決まった。

　事前にチケットを予約してある。




　映画館でチケットを発券してから、ポップコーンと飲み物を購こう入にゆうして、劇場へと入場する。

　購入したチケットの席を見つけて、二人で並んで座る。

「面おも白しろいといいんだけど……」

「評判いいみたいですし、楽しみです」

　三波さんと隣となり同士に至近距きよ離りで座ると、途と端たんにドキドキしてくる。

　三波さんの横顔は、見とれるほどに綺き麗れいだった。本当に、俺には勿もつ体たいないと何度も思う。

　暗くら闇やみの中、約二時間も、ずっと三波さんとこんなに至近距離でじっとしていなければならないなんて……。




　やがて、映画が始まる。




　映画は面白かったのだが、三波さんが横にいることに緊張して、俺はイマイチ集中できなかった。

「……っ！」

「あ、ご、ごめんなさい……」

　二人の席の間に置いてあるポップコーンをとろうとした際、三波さんの手が上から重なり、一いつ瞬しゆん触ふれてしまった。

　俺も三波さんも、同時に手を離はなす。三波さんは小声で謝った。

「い、いや……」




　偶ぐう然ぜん触れてしまっただけなのに、めちゃくちゃドキドキした。

　事故とは言え、初めて三波さんの手に触れて、ふと思う。

　付き合ってるんだから、そのうち手を繋つないだり、その……それ以上のことも、するんだよな……。

　…………。………………。

　……って、今変なこと考えるな俺！

　暗闇だから変な気分になってくる。

　偶然手が触れただけでこんなに緊張する今の状態からじゃ、キスとか、それ以上とか、この俺がそんなこと、できる気がしない。

　そういうことも、二科に相談できたら……。

　……いや、待て。さすがに恥はずかしい。そういう話は、あいつにはしたくないような気もする……。




　そんなことばかり考えている間に、イマイチ集中できないまま、いつの間にか映画は終わっていた。
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「……っ、……」

「え!?」

　場内が明るくなって、隣に座る三波さんが涙なみだを流していることに初めて気づいた。

「あ、ご、ごめんなさい……」

「い、いや……」

　こういうとき、彼氏としてはどういう対応をしたらいいんだ……!?

　黙だまってハンカチを差し出すとか？　いや、いつの時代の少女漫まん画がだよって話しか？

　そもそも、三波さんは既すでに自分のハンカチで涙拭ぬぐってるし、それ以前に俺はハンカチなんて持ってきてないし……。

　まさか泣くほど感動したなんて……。俺の方は変なことを考えて集中できなかったなんて、口が裂さけても言えない。

　こういうことも、二科に相談できたらなんて、つい思ってしまう。

　だけど、最近はそういう相談も一切できない雰ふん囲い気きなんだよな……。

「本当にすごく面白かったです……！　なんか百合尊いとかそれも勿もち論ろんあるんですけど普ふ通つうに感動しちゃって……！　それに、あざとく百合百合しすぎてない本当に清らかな友情で、そこが本当に尊くて……！」

　三波さんは涙を拭いながら熱く語る。

　こういうところ見ると、三波さんって、こんなに綺麗で何もかもが完かん璧ぺきで、お洒落しやれでいかにも陽キャ的な見た目なのに、本当にオタクなんだよなあ……って、安心するし、三波さんのこういうところが大好きだ。

　改めて、俺にとって──いや、きっと他のオタク男子にとっても、理想的なオタク彼女だよなあと思う。

「ほんと、誘さそってくれてありがとうございます！　こんなに素敵な作品に出会わせてくれて……！」

「そこまで喜んでもらえて、俺も良かったよ」

「一ヶ谷先輩はどうでしたか？」

「え!?　あ、勿論、めちゃくちゃ面白かったよ！」

　少し焦あせりながらも返事をする。面白かったと感じたのは事実だ。

　自業自得で集中できなかっただけで……。

「ですよね！　あ、この後グッズ売り場行っていいですか？　パンフ買いたくて……」

「勿論！」




　それから映画の話をしながらグッズ売り場に移動して、三波さんがパンフを購入してから、軽食をとるために近くのカフェに入った。




「そういえば……二科先輩は、お元気ですか？」

　軽食をとりながら、何気ない会話の中で、三波さんが俺に尋ねた。

「その、その後も……特にお変わりなくおうちで過ごされてるんですか？　最近二科先輩と連れん絡らく取っていなかったので、なんとなく気になって……」

　三波さんは少し言いにくそうに話す。

　三波さんは、俺と二科が一いつ緒しよに暮らしていること、やっぱり嫌いやだったりする……よな？　もし俺が逆の立場だったら、自分の彼女が別の男子と一緒に暮らしているなんて、耐たえられないと思う。

「ああ、勿論元気だけど……実は、二科が、俺の家を出て行くことになったんだ」

　だからこそ、しっかり伝えなければ。気き遣づかってくれた二科のためにも。

「……！」

　三波さんは俺の言葉に驚おどろいて顔を上げた。

「え……なんでまた？」

「もうすぐご両親が日本に戻もどってくるらしくて」

「そう……なんですか」

　三波さんは俺の言葉に少し俯うつむく。

「三波さん……？」

　これは一体どういう反応なんだ？

「あ、すみません……。二科先せん輩ぱいには本当に申し訳ないけど、その……正直言うと、少し安心してしまって」

「え……」

「二科先輩みたいな……あんなに素敵な人と一緒にいたら、一ヶ谷先輩は二科先輩のことを好きになってしまうんじゃないか、って……不安だったから」

「！　み、三波さん……」

　彼女がそんな風に心配してくれていたという事実に嬉うれしくなる。三波さんのことが一層可愛く思えた。




　カフェを出ると、夕方の六時を回っていた。

　あまり夜遅おそくまで連れ回しても悪いし、それに何より……まだ付き合ったばかりなのに、変なことを目もく論ろんでるなんて思われたくない。

　俺は三波さんのことを大事にしたいと思っているし、それに、情けないことに、キスとか、それ以上のことをする度胸なんて、今の俺にはまだこれっぽっちもない。

　そりゃあ勿論興味はめちゃくちゃあるが、そういうことをして嫌きらわれることの方がよっぽど怖こわい。




「そ、それじゃあ、今日はそろそろ帰ろうか」

「えっ……!?」

　三波さんは少し驚いた様子で俺を見た。

「……？」

「あ、す、すみません。その、思ってたより早い解散だなあって……」

「……っ！　あ、そ、そっかな!?　付き合って最初のデートだから、あんまり連れ回すのも悪いな～って思って……」

　三波さん、そう言ってくれたってことは、もしかしてまだ解散したくないって思ってくれているのか……？

「……！　え、い、いえ、そんなことありませんが……。あっでも、名残なごり惜おしいくらいが、次への楽しみが倍増しますよね」

　三波さんは俺に笑顔を向ける。

「あ、う、うん……！　そうだよね！」

　やはりさすがに解散が早すぎたか……？　気を遣つかったつもりだったのだが……。




　三波さんと駅で別れて、自分の乗る電車のホームへ移動する。

　少し物足りない気もするけど……これで良かったんだよな？

　今日も、三波さんは可愛かった。あんな可愛い子が、俺と一日デートしてくれて……今はそれだけで十分だ。







「！」

　帰宅すると、珍めずらしくリビングに二科の姿があった。ソファーに座ってスマホを弄いじっていた。

「た、ただいま……」

「おかえり」

　二科は俺を見て挨あい拶さつを返す。

　ここのところ家にいるときは部屋にこもっていたのに、一体どうしたのだろう。

「随ずい分ぶん早かったね」

「え!?」

「デート……だったんでしょ？」

「……！」

　二科は、それを聞くためにここで俺を待っていたのだろうか？

　今日がデートだと二科には話していなかった（話せる機会もなかった）が、朝俺がバタバタしながら必死にお洒落をして出て行った様子は見られていたから、それで察したのだろうか。

「あ、ああ……。楽しかったよ」

「何もヘマしなかったの？」

「し、してない、と思うけど……」

　俺はソファーの、二科から少し離はなれたところに腰こしを下ろした。

　ここ最近はずっと、同じ家に住んでいるのに遭そう遇ぐうしたときに軽い会話を交わすくらいで、こうしてリビングでゆっくり話すのは久しぶりだった。

「そっか」

　俺の言葉に、二科は軽く笑った。




「明日の夜には……出て行こうかなって」




「……！」

　二科の言葉に、息を吞のむ。

　想像していたより早かった。

「長く滞たい在ざいすると安くなるホテル見つけられたからさ」

「ほ、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？　ホテルに何日も連れん泊ぱくする金あるのか？」

「大丈夫だって。来月にはお母さん帰ってくる予定だし、それまでの間だから」

「そ、そうか……」

　三波さんもああ言っていたんだ。

　二科が出て行くことに、感謝しなければならない。




「今までありがと」




　二科は俺の顔を見て、笑顔で言った。

　なぜだか、その言葉に、胸が締しめ付けられるような思いになる。

「ほんとに、助かった」

「い、いや……別に」

「家に住まわせてくれたことだけじゃなくてさ。色々、協力してくれたことも……」

「……！　俺が役に立てたかどうか、分かんねえけどな……」

　二科が俺に礼を言ってくれたことが、素直に嬉しかった。

　俺のアドバイスが、二科の役に立ったかどうか、今思い返すと自信がないけど……。

「十分役に立ってるって。……ほら、あんたのおかげで……ユーヤさんと仲良くなれたんだし」

「……！　そ、そっか……なら、良かったけど……」

　やっぱり二科は、ユーヤさんとうまくいってるから、早くこの家を出たいという思いが強いのかもしれないな。

　好きな男がいるのに、他の男と一緒になんて暮らし続けたくないだろう。

「お……俺の方こそ、ありがとな。お前がいなかったら、未いまだに俺……彼女どころか、女子となんて全然話せてなかったんじゃないかと思う」

　二科と話すことで女子に慣れて、二科のおかげで外見を磨みがくことができて、自分に自信もついて、女子と話せるようになって……。

　今の俺があるのは、二科のアドバイスのおかげだと、心から思っている。




　二科と出会って、俺の人生は百八十度変わった。

　オタクな彼女が欲しいと思いながらも、女子と話すことすらできなかったコミュ障オタクの俺が、二科と出会って、同どう棲せいすることになって、今までの俺には考えられないような出来事ばかりが起きた。

　オタクのオフ会に行ったり、オタクなバイトを始めたり、バイトの交流会に行ったり、コスプレイベントに行ったり……。

　行く先々で色んな女の子と出会って、連絡先交こう換かんをしたり、デートしたりすることができた。その上、最終的に三波さんという俺には勿もつ体たいない理想的な女の子と付き合うことができた。

　俺一人だったら、絶対になし得なかったことばかりだ。

　こんな俺が、活動的になって、オタク的青春を謳おう歌かすることができて……その上、理想のオタク彼女まで作ることができた。

　それもこれも、二科がいたからできたことだと、今となっては強く思う。




「確かにあんた、変わったよね」

「……！」

「でも、三波さんと付き合うことができたのは、私のおかげでも何でもない。あんたが三波さんと、どう仲良くなって、いつの間に三波さんがあんたのこと好きになったのか、私は詳くわしく知らないところもあるけど……」

「二科……」

　三波さんと俺が急接近できたのは、バーチャルＹｏｕＴｕｂｅｒの件を俺が偶ぐう然ぜん知ってしまって、それを本人に伝えてしまったことがきっかけだった。そのことは機密事じ項こうだから、二科にも言えていないが。




「今のあんたは十分、オタク女子にとって理想のオタク彼氏だから……自信を持って」




「……！　に、二科……」

　まさか二科にそこまで褒ほめてもらえるなんて、びっくりしてしまう。

「あ、ありがとう……。あのさ、同棲は解消しても……もし何かあったら、学校とか、ラインとかで……俺で良ければ、相談とか、いつでも聞くから」

　俺は気づけば、そんなことを口走っていた。

　さっき二科は、ユーヤさんとうまくいったのは俺のおかげだと言ってくれた。

　今までも二科は、恋れん愛あい関係で何かあれば俺に相談してきた。

　俺だったら、オタクの男の気持ちが分かると、信しん頼らいして相談してくれていたのだろうと思う。

　それなら、役に立てるか分からないけど、これからも頼たよってもらえたら嬉うれしい。

　今まで俺が二科に頼ってきたように。




「……ありがと。でも大丈夫」




「……！」




　二科の言葉に、俺はハッとする。

　そして自分の少し前の発言を酷ひどく恥はずかしく感じて、後こう悔かいに苛さいなまれる。

　俺はなんて思い上がりをしてしまったのか。

　二科はもう、俺のアドバイスなんて必要としていないんだ。もうそんな次元にはいないんだ。

　それなのに、なんて押しつけがましいことを……。




「これからは……自分の力で頑がん張ばるから。だから、あんたも頑張って」




　──私は私で頑張るから、あんたも一人で頑張って。

　俺には二科の言葉が、そう言っているように聞こえた。




　二科はもう、俺とは決別したいと思っている。




　そのことが、今の二科の言葉、言い方、表情の全てから……はっきり見てとれた。

　自分はユーヤさんとうまくいっているのだから、今後は関わらないで欲しい、そういうことだ。

　それに、三波さんに余計な誤解を与えたくないというのもあるのかもしれない。三波さんと二科は仲が良いわけだし、俺に関することで彼女にいらぬ不信感を持たれたくもないだろう。

　そうだよ。互たがいに他の人とうまくいっているのに、その後も相談という名目だろうが連れん絡らくを取ろうとした俺がバカだった。

　三波さんという彼女がいるというのに、なんてずるいことを考えてしまったのだろう。三波さんにも申し訳なさすぎる。




　自己嫌けん悪おに陥おちいると同時に、俺は今の二科の言葉に深く傷ついている自分に気づいた。




　二科に拒きよ絶ぜつされたことが、こんなにも悲しいなんて……。




　二科の判断は正しい。俺が間ま違ちがっていた。そう頭では分かっているのに、二科が俺と距きよ離りを取ろうとしていることが、あまりに辛つらい。

　俺はいつの間にか、そんなにも……二科に依い存そんしていたのだろうか？

　お互い理想の恋こい人びとができるように頑張り、協力し合う。俺と二科はそう誓ちかい合った。

　だから、お互いの恋が叶かなった（二科に関しては、はっきり分かっていないが）今、俺たちはもう何の関係もない赤の他人になる、二科はそれを望んでいるのだろう。




「……そうだよな。ごめん、変なこと言って……。忘れてくれ」




　自分が最高に格好悪いことを自覚しつつ、俺はもうその場にいづらくなって、ソファーから立ち上がる。

「いちが……」

「じゃあ……おやすみ」

　何か言おうとした二科を振ふり切って、俺は自室に向かった。







　……明日、二科はこの家を出て行く。

　そしたらもう、俺たちの関係は終わり。

　友達になることもできない。赤の他人になってしまう。

　元々、友達だったわけでもない。

　互いの目標のために互いを利用していた。それだけの関係なんだ。

　だから、目標が叶った今、こうなることが必然だった。

　そのことが……こんなに悲しく、寂さびしいと感じている俺は……どうかしているのかもしれない。

　三波さんという、最高の彼女がいるっていうのに……。








４









『ピンポーン』




　翌朝。

　インターフォンの音に目を覚ました。

　スマホで時間を見ると、朝の八時過ぎ。

　宅配便か？　随ずい分ぶん早くないか？

　夏休みくらいゆっくり寝ねかせてくれよ……。

『ピンポーン』

　再度インターフォンが鳴らされ、慌あわててベッドから這はい出て早足で階段を下りる。

「はい……」

　インターフォンのボタンを押して、画面を表示すると……。




「二に科しなです。おはようございます」




　……え？

　一いつ瞬しゆん思考が停止する。

　インターフォンから聞こえてきたのは、聞き覚えのあるような気のする大人の女性の声。

　そしてインターフォンの画面に映る姿を見て、




「えっ……!?　あ、お、おはようございます！」




　思わず背筋を正して挨あい拶さつを返した。

「ちょ、ちょ、ちょっと待って下さい！」

　俺が慌ててボタンを押して画面を消してから、玄げん関かんへ向かおうとしたところに、

「何～？　こんな朝早くに……」

　インターフォンの音で目を覚ましたらしき二科が、リビングへ出てきた。




「二科、お前……お母さんが帰ってくるの来月って言ってなかったか!?」




「え？　言ったけど……」







「今、お前のお母さんがうちに来てるんだけど!?」







「えっ……えぇぇぇぇ!?」




　　　　＊　＊　＊




　とりあえず、俺と二科は戸と惑まどいながらも玄関へ向かった。

　鍵かぎを開けて扉とびらを開くと、そこには数ヶ月ぶりに見る二科のお母さんの姿があった。

「心こころ、久しぶりね！　一いちヶが谷や君も……」

「お母さん、なんで!?　来月帰ってくるって言ってたよね!?」

　二科のお母さんの言葉を遮さえぎって、二科が声を張り上げて尋たずねる。

「え……予定を変えて今日帰るって、ラインしたわよね？」

「え!?　嘘うそ!?　そんなの来てない！」

　二科は言ってから、自身のスマホを確認して、「やっぱり来てないって！」と言い放つ。

「嘘うそ、送ったわよ！　ほら……」

　二科のお母さんは二科に自分のスマホの画面を見せた。

　二科は食い入るように画面を見る。

「……。これ、送信できてないって！　矢印出てるじゃん！」

「え……そうなの？」

　……つまり、本当は今日帰ってくることに変へん更こうになったのに、二科に連絡が届いていなかった、と……。

「あー……お母さん、ちょっとだけそこで待ってて！」

「へ？　心？」

　二科はそう言うや否いなや俺の腕うでを引っ張って歩き出し、リビングまで戻もどった。




「お母さんのことだから、私の部屋も見たいって言うかも……。とにかく見られたらまずいのは私のオタグッズ！　私今から急いで隠かくしてくるから、その間リビングに引き止めておいてくんない!?　もう引っ越こしの準備で段ボールには詰つめてあるから、それを見えないところに隠すだけだから、時間はかかんないと思う！」

　リビングで二科は俺に迅じん速そくに指示をする。

「……！　あ、ああ、分かった」

　こいつ、こういうときの判断はめちゃくちゃ早いな!?

　二科のお母さんと二人きりで過ごさなければならないのは気まずいが、今はそんなこと言っていられない。




　俺の返事を聞いてすぐ、二科は自分の部屋へと駆かけ上がって行った。

　俺は玄関へと戻る。

「あ……お、お待たせしてすみません、どうぞ……。にし……心さんは今部屋を片付けに行きまして……」

「なんか急にお邪じや魔ますることになっちゃってごめんなさいね～。それじゃあ、お邪魔します」

　俺は二科のお母さんをリビングへと案内する。
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　久しぶりに二科のお母さんを見たが、二科にとてもよく似ていると思った。いくつなのか分からないが、母親世代なのにとても若くて綺き麗れいだ。

　二科の話では『親がオタクに偏へん見けんがあってバレたらまずい』とのことだったが、こんなに慌ててオタグッズを隠しているということは、お母さんが偏見を持っているということなのだろうか。

　そんな厳しい感じの人には見えないような気もするが……。




「す、すみません、綺麗にしてなくて……とりあえずどうぞ……」

「いいえ、とんでもない。あ、これ、イギリスのお土産みやげ。大したものじゃないんだけど……」

「あ、ありがとうございます」

　二科のお母さんからお土産を受け取ってから、冷蔵庫からお茶を出して、コップに注ついでテーブルに出した。

「ありがとう。どう？　心とは、うまくやってる？」

「……っ！」

　二科のお母さんは笑顔で俺に尋ねる。

　二科の両親には、俺と二科が結けつ婚こんを前提に付き合っているということになっている。

「あ、は、はい……！」

「喧けん嘩かとかはしてない？　あの子、我が儘ままだし口も悪いところがあるから……」

「……！　い、いえそんな……」

　確かに、と思いつつ、慌てて否定する。

「すごく、い、いい子ですよ……。本当にいつも、お世話になっていて……」

　それは、俺の本心だった。

「そう？　あまり溜ため込まないで、心に不満があったらいつでも言って下さいね？」

「不満なんて、そんな……」

　俺はそう言うのが精せい一いつ杯ぱいで、そこで会話が終わってしまった。

　ただでさえ彼女の母親と話すなんてめちゃくちゃ緊きん張ちようするだろうに、俺と二科は本当は付き合っていないのに付き合っている振りをしなければならず、それがバレないようにしなければならない。

　下手へたなことを言うとバレてしまいそうで、何も言葉が出てこない。

　ああ、この空間が居づらくて仕方がない……二科、早く来てくれ！　時間はかかんないって言ってただろ？　まだ片付かないのか？

「心遅おそいわねえ。お借りしてる部屋なのにそんなに散らかしてるのかしら……。第一、私に見られるだけなのに何をそんなに慌ててるのかしらねえ」

「あ、あはは……。あ……ちょっと僕、様子見てきますね！」

　その場にいるのが辛つらくなり、ついに俺は立ち上がった。




　階段を上り、二科の部屋へと向かう。

「二科？　まだか？」

　扉をノックして問いかけた。

「！　お、お母さんは……!?」

「リビングで待っててもらってるけど……」

「入って！」

　二科に言われるがままに部屋に入った。




「!?」




　二科は椅い子すに乗って、高いところにある戸と棚だなに段ボールを入れようとしていたのだが……。

　今日着ているパジャマがスカートタイプのもの（ネグリジェ……っていうんだっけか）だったために、俺の位置からパンツが見えそうになっている。

「あ～駄だ目めだ！　やっぱ届かない！　一ヶ谷入れてくれない!?」

　二科が俺の方を見たので、そんなところを見ていたことがバレないよう、慌あわてて視線を逸そらした。

「えっ!?　あ、ああ……」

　俺は慌てて二科の元へ行き、段ボールを棚へと突つっ込んだ。

「ちょうどいいところに来てくれて助かった～。あとはこの段ボール一箱なんだけど……お母さんがいる間、あんたの部屋に置いてもらえない？　もうこの部屋にしまえる収納スペースないし、万が一中身見られたらやばいから……」

「ああ、分かった」

　俺は段ボールを抱かかえて自分の部屋まで移動させる。

「ありがと！　これで全部しまえた……」

「オタクに偏見持ってるのって、お母さんの方なのか？」

「そう！　お父さんは全然偏見とかないと思う。お母さんは……前バレかけたときの反応がマジでやばくて。そのときはどうにか誤ご魔ま化かせたけど、絶対にお母さんにはバレちゃだめだってそのとき思って」

「そ、そうなのか……」

　少し気になる話ではあるが、あまりに長い時間二人で席を外していると二科のお母さんに怪あやしまれるだろうから、この場は早く戻った方がいいと思った。

「よし、じゃあリビングに……」

「あ、待って！　お母さんがいないところで一度話したかったんだけど……」

　早く戻ろうとする俺を二科が引き留めた。




「今日……このタイミングで、お母さんに、私たちが別れたって話さない？」




「え……!?」

　二科の言葉に衝しよう撃げきを受ける。

「なるべく早いうちに話さなきゃいけないことだし……」

　確かに二科の言う通りだ。

　二科の両親に『結婚を前提に付き合っていたが別れた』と話して納得してもらわないと、今後どんどん面めん倒どうなことになってくる。もう二科も俺も、実際は別の相手がいるっていうのに……。

　急だったためまだ心の準備ができていなかったが、そんなこと言ってられないのかもしれない。

「私が話すから、あんたは適当に話を合わせてくれたらいいから。前に話した通り、私に他に好きな人ができて別れたことにする。そうすれば、あんたには被ひ害がいはいかないと思うから」

「わ、分かった……」

　二科の言葉に、俺も心を決める。

　俺たちは二科のお母さんが待つリビングへと戻った。




「心！　片付けは終わったの？　お借りしてる部屋なのにそんなに散らかしてたの？」

「あ、あはは、うん、まあ……」

　とりあえず、二科はソファーのお母さんの隣となりに、俺は二人の向かいの椅子へと座った。

「さっき聞いたけど、喧嘩もせず順調なんですって？　お母さん安心しちゃった」

「え!?」

　二科のお母さんの言葉に、二科は驚おどろいた様子で俺の顔を見る。

　うっ……。だって仕方ないじゃないか。

　さっきは、別れたことを話すつもりなんてなかったから、その場を取り繕つくろうために答えてしまったに過ぎない。

「私、二人にはいつまでも仲良くいて欲しいって心から願ってるの。結婚してからもずっとラブラブの夫婦でいられるように、って……」

　二科のお母さんは目をつむってしみじみと言う。

　もう結婚、って……気が早いにも程がある。

　やばいぞ、話が良くない方向へ進んでいる気がする。

「い、いやさー、いくらお母さんとお父さんがラブラブだからって、それをうちらにも強要されても困るっていうかー……」

　確かに二科の両親は未いまだにラブラブだった。二科はお母さんの機き嫌げんを取ろうとしているのか、なんだか白々しい様子で言う。




「ラブラブ？　ってお母さんとお父さんが？　やめてよ」




「へ!?」

「!?」

　突とつ然ぜん声こわ色いろが変わった二科のお母さんの様子に、二科は驚き、俺も驚いて身体からだを強こわばらせる。

　今までの優しい雰ふん囲い気きから、一変して恐きよう怖ふさえ覚えるような雰囲気になったと感じたからだ。

　いや……だって、二科の両親って、二科の言う通り、正直俺から見て呆あきれるほどラブラブだったんだが……今の言葉、どういう意味だ？　謙けん遜そんなどからきた言葉ではないように感じられた。

「もう、単身赴ふ任にんでも良かったのに、わざわざイギリスまでついていくんじゃなかった、心を日本に残してまで……。まあ、結果心は大事なパートナーの一ヶ谷君との愛が深まったから、そこは良かったんだけど……」

　大きなため息をついて話すお母さんの様子に、俺も二科も戸と惑まどいを隠かくしきれない。

「な、何？　お父さんと何かあったわけ？」

「何かあったも何も……あっちに行ってからのお父さん、最低なのよ！　毎日毎日仕事仕事。何も知らない土地で不安な私に全く気き遣づかいもしないで、ほとんど休みなく働いて……。自分は会社での人間関係があるからいいけど、私は当然知ってる人なんてゼロで、向こうの言葉だってそんなすぐには覚えられないし、お父さん以外話せる人がいないのに、仕事から帰ってきたお父さんに話しかけても、疲つかれてるから後にしてくれ、って……。あんな生活続けたら鬱うつになりそうだったわ！　時差があるし国際料金がかかるから心や日本の家族、知り合いにも気軽に電話かけられないし……。だから、お父さんが会社の都合でまた日本に戻もどることになって心から安心したのよ……」

「そ、そうだったの？　全然そんな愚ぐ痴ち言ってなかったのに……」

「日本で自活して頑がん張ばってる心に、余計な心配かけるわけにいかないと思って」

　なるほど……。

　まあ二科のお母さんの気持ちも分からないでもないが、喧けん嘩かの理由が夫婦というよりカップルみたいに思えなくもない。構ってくれないから拗すねた、って……やっぱり、結局はお父さんのことが好きなのだろう。

　二科のお父さんだって急に転勤になって慣れない土地で仕事も大変だったろうに、むしろ俺はそっちに同情したい。

「じゃあもしかして、お母さんだけ大分先に帰ってきたのって、お父さんと喧嘩したから……？」

「まあ、それもあるけど……とにかく、一刻も早く日本に帰りたかったの！」

　なるほど……そういうことか。

「急に帰ってきて、強制的に二人に同どう棲せいをやめさせることになって、二人の仲を裂さくような形になっちゃって申し訳ないんだけど……でも、高校卒業したら、また一いつ緒しよに暮らしていいから、安心してね」

「え……」

　高校を卒業したら、また同棲させようとしていることは確定なんだな。卒業後、結けつ婚こんとか言ってたしなあ……。

　お母さんの言葉で、なんだかどんどん別れたということを言いにくい雰囲気になっていると感じる。




「実はもう、二人が暮らすためのマンションも目星つけて、頭金払はらってあるのよ。二人さえ気に入れば私たちで購こう入にゆうしようと思ってて」




「えっ……」

「「……えぇぇぇ!?」」







　とんでもない爆ばく弾だん発言に、俺たちは思わず大声を上げる。

「う、嘘うそでしょ……!?」

「そんなに驚くことじゃないでしょ。ふふ。だから、高校卒業後すぐに学生結婚できるからね」

「な、な……なんで勝手にそこまで……!?」

「何そんなに驚いてるのよ……？　むしろありがたいことでしょう？　私たちと離はなれてまで日本に残って一緒に暮らしたかった一ヶ谷君と、これからずっと一緒にいられる場所を用意してあげたのよ？」

「……、そ、それはそうだけど……。でも、いくらなんでも私たちに何も言わずに勝手にそこまですること……」




「それともなあに？　これからずっと一緒にいる自信がない……なんて言わないわよね？　あんなに我が儘まま通して同棲したのに……」




「……！」




　顔だけは笑顔であるものの、今まで穏おだやかだった二科のお母さんの声色が、突然恐おそろしいものになって、俺は背筋が凍こおった。




「そ、そういうわけじゃないって！　ただ、ちょっと驚いただけで……」




　二科も怯おびえた様子で慌あわてて首を横に振ふってそう答える。

　二科、さっき別れたってお母さんに言うと言ってたが……この状じよう況きようでそんなこと言ったら、一体どうなってしまうんだ!?

　俺と二科を高校卒業後一緒に暮らさせる気満々で、マンションまで用意しようとしてるって……どんだけ先走ってんだよ!?




「そう？　ならいいけど……あれだけ無茶な我が儘言うほど好きになって同棲した相手なんだから、絶対に二人で幸せにならないと、私も……それにお父さんも、納得しないわよ？」




「「……！」」

　二科のお母さんに恐おそろしい笑顔を向けられて、再び恐怖に寒気がした。

　この人、普ふ段だんは優しげな雰囲気なのに、ときどきめちゃくちゃ怖こわいんだが……!?




「まだ仮押さえだから、二人が下見して気に入らなかったら契けい約やくしなければいいんだから、安心して。一ヶ谷君と心が納得できる家を見つけるまで、私が全力で協力するから」

「あ、あはは、ははは……」

　二科のお母さんの言葉に、俺たちは最も早はや苦笑を浮うかべることしかできなかった。




　──まずいことになった。




　まさかそこまで勝手に先走ってるとは思わなかった。

　二科の奴やつ、私が心変わりしたことにすれば大だい丈じよう夫ぶ！　とか言ってたくせに、全然そんなことで許される雰囲気ではない。




「あ、そうだ……一ヶ谷君、本当に申し訳ないんだけど、今日から二日間、私もこの家に泊とめてもらえないかしら？　そのことも心にラインで送っていたつもりだったんだけど、届いてなかったみたいで……」

「えっ……どういうこと!?」

　二科のお母さんの言葉に、俺も二科も驚いた。

「心から聞いてると思うけど、私たちの家は転勤中借家にしていて、今は他の人が住んでいるのよ。三年間近く戻ってこれないと思っていたし、心も一ヶ谷君の家でお世話になることになったから……」

　二科から、前にそんな話は軽く聞いたことがあるような気がしなくもない。

「賃貸契約が終わるまでの間、マンションを借りてそこに家族で住む予定なんだけど、マンションの入居日が来週なの。でも、もう何ヶ月もまともに人と会話できてなくて狂くるいそうだったから、そんな中で来週まで一人でホテル暮らしなんて嫌いやなの！　それに、心と暮らせる時間は心が高校生の間だけだから、一日でも長く一緒にいたいし……」

　お母さんは必死に自分の気持ちを話す。

　気持ちは分からんでもないが、それなら娘むすめを高校卒業後すぐに男と暮らさせようとなんてしなきゃいいのに……と思ったが、当然そんなこと言えるはずがない。

「二人の邪じや魔まはしないし、勿もち論ろん生活費は全額払はらうわ。駄だ目めかしら？」

「あ、えっと、……わ、分かりました……！」

　偽いつわりとは言え彼女の母親にそんなことを言われて、断れるはずがない。

「ほんと!?　ありがとう！　本当に助かるわ」

「い、いえ……」

「もーお母さん、本当に勝手なんだから……」

　これは益々面めん倒どうなことになった……と内心思う。

　お母さんがこの家にいる間、ずっと二科と付き合っている振りをしなければならないのだ。




　その後、そのままリビングにて、主に二科とお母さんがここ数ヶ月離れていた間のことなどを互たがいに話し、俺はほぼ黙だまって聞いていた。

　その様子を見ていると、二科とお母さんの親子関係は良好そうで、このお母さんがオタク文化に偏へん見けんを持っていて厳しいような人にはあまり見えないのだが……。




　暫しばらく話したところで、二科のお母さんが飛行機の長旅で風ふ呂ろに入れていなくて気持ち悪いということだったので、我が家の風呂に入ることになった。

　家全体に言えることだが、普段からそんなに汚きたなくしていなくて良かった……と内心思う。







「一ヶ谷……ほんっと、色々ごめん！」

　二科のお母さんが風呂に入っている最中、二科が俺に頭を下げた。

「えっ、いや、別に……」

「お母さんが勝手に泊まるって言い出したこともだけど……結局、別れたって言えなくて……」

「まあそれは……仕方ないって。お母さんがうちに泊まる二日の間に、タイミング見てカミングアウトすれば……」

　今日の二科のお母さんのあの様子を見れば、言い出せない気持ちはよく分かる。




「いや……暫くは言えないかも……」




「……えっ!?」

　暫くは言えない……？

「お母さん、お父さんと喧嘩してることで今めちゃくちゃ苛いら立だってるっぽいんだよね……。一ヶ谷の前だから必死に取り繕つくろってるけど……」

「え……そ、そうなのか？」

　確かにところどころ怒おこっているような怖い感じはしたが、基本的には穏やかそうに見えたのだが。

「うちのお母さんってキレると本当に怖くて……。せめてお父さんと仲直りしてからじゃないと、言い出すの無理かも……！　マンションの頭金まで払ったとか言ってるし……」

　二科は暗い表情でぶつぶつとぼやく。

「マ、マジかよ……」

「お母さんってお父さんとの仲によってめちゃくちゃ機き嫌げん変わるからさ、仲直りしてからだったらまだ許してもらえる可能性少しはあるんだけど……」

　二科のお母さん、どんだけ親父さんのこと好きなんだ……。

　っていうか、それでも可能性少ししかないんかよ!?

「とにかく、お母さんがお父さんと仲直りするまで……少なくともこの家にいる二日間は、むしろ私と一ヶ谷が付き合ってるってことにしておいて、波風立てない方がいいかなって……。バレたら、マジでどうなるか分かんない……。一ヶ谷、あと少しの間、協力してくれない？　お父さんには、お母さんと仲直りするよう伝えるし、同どう棲せい解消してお母さんと暮らすようになったら、その中でタイミング見て絶対カミングアウトするからさ。あんたには迷めい惑わくかけないから」

「……わ、分かった」

　二科がそれでいいなら、俺は問題ない。

　むしろ、俺も一いつ緒しよにカミングアウトするのは気が重かったが、二科が一人で言ってくれるなら大分気が楽だ。

　この後も付き合っている振りをしなければならないのは大変ではあるが……。







「は～すっきりした♪　お風呂ありがとうございました」

　やがて二科のお母さんが風呂から上がってきた。

　とりあえずまだ、二科とちゃんと順調に付き合っている振りをしなければならなくなったわけだから、ボロがでないよう気をつけないと……。




「ところで、心はさっき一いつ生しよう懸けん命めい部屋を掃そう除じしてたみたいだし、せっかくだから心の部屋見てみたいな～って」

「え!?　あ、ああ、別にいいけど！」

　二科母の希望で、二科の部屋に案内することになる。

　片付けておいて良かったな二科……と内心思う。




「へえ～、綺き麗れいにしてるじゃない」

　部屋を見て、二科のお母さんは感心していた。

　それもそのはず。引っ越こしの準備をしていた二科の部屋……もとい俺の妹の希き咲さきの部屋は、今や希咲が置いていった物しかなく、二科の物は全て段ボールに入れて棚たなや俺の部屋に片付けてある。

「……っていうか、綺麗どころか生活感もないわね……」

　二科母の言葉にギクリとする。

　確かに、物がなさ過ぎて、本当にここで生活しているのかと怪あやしまれるのも無理はない。まあ、もう引っ越そうとしていたんだから当然なのだが……。

「そ、そりゃあ、一ヶ谷の妹さんの部屋を一時的に借りてるわけだから、自分の物たくさん置いて私物化するわけにいかないし!?」

「あら、そうなの……。それはその通りね」

　いや二科お前、引っ越しの準備する前はめちゃくちゃ自分の私物置いてたけどな!?

「あ……心って、このベッドで寝ねかせてもらってるの？」

　二科母がベッドを見て尋たずねる。

「あーうん、そうだけど？　さすがに妹さんに申し訳ないから枕まくらとシーツは自分で買ったけど……」

「そう。ってことは二人とも、きちんとお母さんの言うこと守って健全なお付き合いをしてくれてたのねえ」

「……え!?」

　二科母は二科と俺の顔を見て言う。

　彼女が言いたいことをなんとなく察した。

「あ、あた、当たり前でしょ!?」

「……。お母さんの言いつけを守ってくれているのは嬉うれしいけど、なんだか二人って……あんまりカップルって感じがしないのよねえ」

「え……!?」

　二科母の言葉にまたしてもギクリとする。

「付き合ってるのに、名字で呼び合ってるみたいだし……」

「……！　そ、それは……！　付き合う前からの癖くせが抜ぬけないだけで……！」

「それにしても、今日の様子を見ててもあんまりラブラブな感じしないし……」

「……っ！」

「まさかこんな若いうちから倦けん怠たい期……とかじゃないわよね？　ちゃんとデートとか行ってるの？　この夏休みはどこか行った？」

「デ、デート……えーっと、あ……友達と三人でプールとか行ったよ！」

　オタクイベント以外で二科と行った場所といえば、確かにプールが思い浮うかぶ。

　そこはバカ正直に三人でって言わないで、二人で行ったことにした方が怪しまれずに済んだんじゃ……？

「三人で？　それじゃデートじゃないじゃない」

「ふ、二人でデートもしてるって！」

「どんなところへ行ったの？」

「え、えーっと……。…………もうデートなんて日常的にたくさん行ってるから、パッと思い浮かばないな～……ね、一ヶ谷!?」

「え!?　あ、ああ、そうだな！」

「そ、そうなの……？」

　俺たちの様子に、明らかに怪しんでいる二科母。まずい……！

「じゃあ今日も、どこかへ行く予定とかあった？　お母さんが邪魔しちゃったのなら申し訳ないけど……」

「え、今日？　えっと……今日は、家で二人でのんびり過ごそうかなって？　ほら、おうちデートってやつ？」

「そしたら、せっかくだから三人でお出かけしない？　二人が普ふ段だんどんなデートしてるのか、見てみたいし♪」

　二科のお母さんの言い方は、まるで俺たちを試しているかのようにも思える。

「はあ……!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、絶対邪魔しないから！　どこでも好きなところへ行っていいのよ。お母さんがデート代出してあげるから！」

「え……」

　二科が困こん惑わくした様子で俺を見る。

「……に、二科。せっかくお母さんがこう言ってくれてるんだから、三人で出かけるのもいいんじゃないか？」

　というか、ここで断ったりしたら余計怪しまれるだろ……。

「……、わ、分かった……」

「いつも二人が行ってるデート先にお母さんも連れて行って欲しいわ！」

「え、えっと……じゃあそしたら……」








５









　悩なやんだ末、二に科しながデート先として選せん択たくしたのは遊園地だった。カップルの定番デートっぽい、と思ったのだろうか。




　それぞれ出かける準備をして、自宅から一番近い、電車に乗って二十分程度で行ける『ファンタジアランド』という遊園地へと向かう。




「遊園地デートかあ、いいわねえ高校生っぽくて！　『ファンタジアランド』、心こころが子供の頃ころ何度か家族で行ったわよねえ、懐なつかしい……」

　電車の中で二科のお母さんが楽しげに言う。二科曰いわく機き嫌げんが悪いという話しだったが、少しは機嫌が直ってきているのだろうか。

「二人ではどのくらい行ってるの？」

「え、えーと……もう三回くらいは行ったかな！」

　二科は堂々と言うが、二人で行ったことは一度もない。

　俺は子供の頃家族で行って以来、行っていなかった。

「そんなに？　あの遊園地、あんまり広くなかった気がするけど……」

「あ、だ、だって、この辺デートできるところあんまないからさ～！」

　驚おどろく二科のお母さんに、二科は言い訳する。




　やがて目的地に辿たどり着き、二科のお母さんが乗り放題チケットを購こう入にゆうしてくれ、俺らに渡わたし、入場した。




「わぁ～懐かしい！」

「ほんと！」

　遊園地を見て漏もらした二科のお母さんの言葉に、二科が続いてしまう。内心おい!?　と突つっ込んだ。

「え……？」

　お母さんは二科の言葉に驚いて二科の顔を見る。

「あ、い、いや……最後に来たの一ヶ月以上前だからさ！　そんなに経たったら結構前のことみたいに感じちゃって～……ね、一いちヶが谷や!?」

「え!?　あ、ああ……」

　なんちゅーガバガバさだよ……。

「ふうーん……？」

　お母さんは明らかに怪あやしんでいる。

「お、お母さんもお父さんと来たりしたの!?」

　誤ご魔ま化かしたいのか、二科が話題を変えた。

「お父さんと……そうねえ、学生のとき来たわねえ」

「そうなんだー！」

「……。あの頃は優しかったのに、今のお父さんときたら……」

「あー、まあまあ！　お父さんのことは今日は忘れて！　とりあえず、何かアトラクション乗ろ！」




　一いつ旦たん三人でベンチに座って、パンフレットを広げ、どの乗り物に乗るかを検討する。

「結構子供向けっぽいアトラクションが多いな……あ、この幽ゆう霊れいの館やかたってやつは？」

　ミニコースターやら子供向けアニメのタイアップアトラクションやらが並ぶ中、お化け屋や敷しき的なアトラクションを見つけて提案した。お化け屋敷なら、高校生の俺たちでもまだ楽しめそうだと思った。

「……っ！」

「あら、いいじゃない！　遊園地といったらお化け屋敷よね～。心、一ヶ谷君に守ってもらったら？」

「お、お化け屋敷ぃ～……？　な、なんかショボそうじゃない？　他のアトラクションの方が……」

　二科の焦あせった様子を見て、察する。

「二科お前……お化け屋敷苦手なんか？」

「……っ！　そ、そういうわけじゃないけど！」

　明らかに強がってんじゃねーか！　素直に苦手なら苦手って言えばいいものを……。

「そういえば心、子供の頃もお化け屋敷入ってわんわん泣いてたわね～！　今も怖こわいの苦手なの～？」

「だ、だから、苦手じゃないって！」

「お化け屋敷っつっても、子供向けっぽいし全然怖くなさそうだけど……二科が怖いなら、別のアトラクションにするか」

「～～っ！　だ、だから、怖くないってば！　いいよ、じゃお化け屋敷入ろ！」

　煽あおったつもりは一切なく、二科が苦手そうだったから純じゆん粋すいにやめてやろうとしたのだが、かえって二科を刺し激げきしてしまったようで、お化け屋敷へと入ることになった。

　二科……本当に平気なのか？







「え、お母さんは入らないの……!?」

「そりゃあそうよ。二人の仲を邪魔するわけにいかないもの……♡　あ、一ヶ谷君、暗くら闇やみだからって心に変なことしちゃだめよ……？　ふふ……」

「……!?　し、しませんよ！」

　ニヤニヤしているお母さんに見守られつつ、受付でチケットを渡す。

「はーい、それではお二人とも、横に並んで、それぞれ内側の手を前に差し出してもらえますかー？」

「……？」

　スタッフに言われて、不思議に思いつつも俺は右手を前に出す。




『カチャ』




「えっ……」

「は……はぁぁ!?」

　次の瞬しゆん間かん、俺の右手首と二科の左手首には、手て錠じようが嵌はめられていた。一つの手錠に互たがいの手首が納まっている。

　二科も驚いて大声を上げる。

「この状態でお二人には手を繋つないで頂いて、そのまま最後までゴールして下さいね～！」

「!?」

「な……!?」

「あらあら……ふふふ」

　二科母が後ろでくすくすと笑う声が聞こえてくる。

　当の俺たちは大困惑していた。

　クソッ、このスタッフ、カップルだと勝手に決めつけやがって……！　カップルじゃない奴やつらが勝手にこんなことされたらどれだけ気まずいと思ってんだよ!?　ペアでお化け屋敷に入る客には全員にこんなことしてやがるのか!?

　いやまあ、今はカップルということにはなっているのだが……。

　手錠で繋がれているだけでも恥はずかしいし気まずいのに、その上、手を繋げだって……!?

　チラッと二科の方に目をやると……。

「…………」

　二科は俯うつむいて、黙だまって赤面していた。

　意外な反応だった。

　他に好きな人がいるのに俺なんかとこんなことさせられて、もっと嫌いやがって騒さわいだり、不服そうにしていてもおかしくないと思っていたが……。

　……いや、お母さんが見てる手前、そんなことするはずないか……。

「ほら、早く手を繋がないと出発できないんじゃない？」

　二科母が、不思議そうに言う声が後ろで聞こえる。

　確かに、スタッフは完全に俺たちが手を繋ぐのを待っているようで、無言の圧を感じた。

　……くっ、ここで手を繋がなきゃお化け屋敷に入れないし、それより何より二科のお母さんに怪しまれる……！

　そう思った俺は、二科に嫌がられることを承知で、二科の手を握にぎった。

「……へっ!?」

　二科は声を上げて驚いた様子で俺を見る。

　とりあえず、入るまでだけでも手を繋いでおいて、中に入ったら手を離はなせばいい。

　二科には悪いが、二科のお母さんを欺あざむくためなのだから仕方がない。

　まだ三み波なみさんとも手を繋いだことがないのに、先に二科と手を繋いでしまうなんてと、内心三波さんに対する罪悪感が生まれた。

　自分から手を繋いだのはいいものの、顔が熱くなって、心臓の鼓こ動どうが速まっていくのを感じる。

　……これは、女子と手を繋いだのが生まれて初めてだからだ。そうに決まっている。

　二科にこの反応がバレないでくれと内心願う。

「はーい、しっかり手を繋げましたね～！　それでは、いってらっしゃーい！」

「いってらっしゃーい♡」

　スタッフと二科のお母さんに見送られて、俺たちは手を繋いだ状態で……アトラクション『幽霊の館』の中へと入館した。







　入館してすぐ、二科に悪いという一心で手を離そうとしたが……。

　……あ、あれ？

　二科の方も、俺の手握ってる……!?

　お母さんの前だったから、お母さんを欺くためだろうか……？

　二科に手を握られていることに気づいて、手を離すタイミングを失ってしまった。

　心臓の高鳴りが一層強くなっていく。




「あ、ご、ごめん、手、勝手に……。あの場ではああするしかなくて……」




　とりあえず、勝手に手を握ったことを謝った。

「え!?　あ、う、うん……」

「と、とにかく、先進むぞ？」

　気まずいし恥ずかしいし、さっさとゴールしなければ。

　そう思って、一歩足を進めたそのとき。

　目の前が赤い光に照らされ、髪かみの長い人形が現れた。




「キャァァァ──ッ!?」




　直後、鼓こ膜まくが破れるかと思うくらいの大きな二科の悲鳴が響ひびく。




「……っ!?」




　と同時に、手錠で繋がれている俺の手が、二科の手にぎゅっと握られた。二科は手錠に繋がれてない方の手で、俺の腕うでにもしがみつく。

　突とつ然ぜんの二科の温ぬくもりに、心臓が跳はね上がる。お化けの人形が出てきた瞬間の何倍も、心臓がバクバクいっている。

「あっごっごっごめん！」

　二科は慌あわてて俺から片手を離す。

「あっいや……。は、はは……お、お前、どんだけびびってんだよ……そんなに苦手なのか？」

　ドキドキしているのがバレないよう、笑って誤魔化した。

　先ほどの様子からして苦手なんだろうとは思ったが、まさかここまでとは……。
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「そういうわけじゃ……！　突然だからびっくりしただけだし！」

「そ、そうか……。じゃあ、とりあえず先進むぞ」

「ええ!?　待って！」

　歩き出そうとした俺の腕を、再度二科が不服そうな声を出しながら掴つかんだ。こんな風に毎回しがみつかれたら俺の心臓がもたない……。

「や、やっぱり怖いんじゃねえか。進まないとゴールできないぞ」

「わ、分かってるけど……」

　か細い声で呟つぶやく。

　怯おびえている二科を、可愛いなんて思ってしまう自分に気づく。

　真っ暗で表情が見えないけど、二科は今どんな顔をしているのだろう。さぞかし恐きよう怖ふに怯えた顔をしているに違ちがいない。見てみたい、なんて思ってしまう。

　い、いやこれは……いつも生意気でうるさい二科が怯えてるから、そのギャップでちょっと可愛いって思ってしまっただけで……そう、例えるなら、妹に対する気持ちみたいなもんだ。

　いや、実際の妹に対して可愛いなんて思わないけど……。

　腕を掴まれているところが熱い。顔が、身体からだが熱い。

　やっぱり暗くて良かった。自分の顔が真っ赤になっていることが、二科にバレなくて済む。

「と、とにかく、ここで立ち往生してるわけにいかないだろ。進むぞ」

「……うぅ～っ……。じゃあ……目つむって、あ、あんたに……しがみつきながらでもいい？」

　二科が泣きそうな声で言う。

「！」

「ご、ごめん、三波さんに悪いって分かってるけど……」

「……。い、いや、仕方ないっていうか……お前が謝るようなことじゃないから……」

「一ヶ谷……」

「わ、分かった。しがみついても俺の後ろにいてもいいから、とにかく進むぞ」

　とにかく進まないことにはこの状じよう況きようから抜ぬけ出せない。

　二科にしがみつかれているなんていうこの状況、あってはならない状況なんだ。二科の言う通り、三波さんに申し訳ない。

「う、うん……」




「ギャーッ!?」

「いやぁぁぁぁぁぁ！！！」

「ひぎゃぁぁああぁぁぁ!?」




　それからも二科は、お化けの仕し掛かけが出るたびに俺の鼓膜を破こうとしているのかと疑いたくなるほど大きな声を上げて、俺にしがみついた。

　最初こそ二科にしがみつかれてドキドキしていたものの、そのうち二科の規格外の絶ぜつ叫きように、別の意味で心臓がもたなくなりそうな俺だった……。




「はあ、はあ……やっと外に出られる……」

「はーい、お疲つかれ様でした～」

　やっとの思いでお化け屋や敷しきを出て、明るいところで二科の顔を見ると、よほど怖こわかったようで、涙なみだ目めになっていた。

「おま、どんだけ怖がってんだよ……。怖がりすぎてわざとかと思ったわ」

　二科のあまりの怖がりっぷりに、思わず笑みがこぼれそうになる。

「……っ!?　わ、わざとなわけないじゃん！　あんたが怖がらなすぎなんだって！」

　スタッフが手て錠じようを外し、俺たちはやっと手を離した。

　……結局、手錠で繋つながれている間、ずっと手を繋いでいたな……。




「外にいても心の悲鳴聞こえてきたわよ～？　一ヶ谷君に守ってもらったの？」

　二科のお母さんが、笑顔で俺たちを出で迎むかえた。

「……！　べ、別に……。一ヶ谷は、ただずんずん歩くだけで特に何も……」

「な……!?」

　二科の言葉に不服に思う。

　だって仕方ないだろ……！　大体、守るってなんだよ!?　何をすれば良かったってんだ!?

　例えば肩かたを抱だくとかして、優しい言葉をかけたりとかってことか……？

　そんなこと、できるはずない。俺と二科は本当に付き合ってるわけじゃないんだし、第一、二科だって俺にそんなことされたくないだろうが……！




　クレープを食べながら、俺たちは再びベンチに座って、次に乗るアトラクションを話し合う。

「絶叫系は、『ドラゴンコースター』と『サンダースプラッシュ』かあ……」

　二科が、パンフレットに写るアトラクションの写真を見ながら言う。

「そうだな。子供の頃ころ乗ってすげー怖かった覚えある」

　二科に言葉を返してから、ハッとする。

「え……？　二人とも……何度か来てるんじゃないの？」

　二科のお母さんが、疑いの目で俺たちを見ていた。

　二科につられて俺までやらかした！　何度も来ているという設定だったのに、ナチュラルに久々に来たような発言をしてしまった……。

「いや！　……デ、デートのときは学校帰りにクレープだけ食べに来たりとか、緩ゆるいアトラクション乗ったりとかで、一日ガッツリ来たのは初めてだからさ！　『ファンタジアランド』って入場無料だし！　だから、まだ絶叫系乗ったことないの！　ね、一ヶ谷!?」

「あ、ああ！」

「ふーん……？」

　二科がフォローするも、お母さんはイマイチ納得していなさそうだ。

「じゃ、次は絶叫乗ろ！　『ドラゴンコースター』が近いから、それ行こうよ！」

「そうだな！」

　絶叫アトラクションは嫌きらいじゃないので、少し楽しみだ。

　俺と二科が立ち上がると、

「じゃあお母さんはここで飲み物でも飲みながら見てるから、二人で仲良く乗ってきて♡」

「えっまたぁ!?　来たいって言ったのお母さんじゃん！」

「だってお母さん絶叫系あんまり得意じゃないし……。それに飛行機の中でずっと寝ねてたけど、長旅の疲れもあるし……」

「じゃあなんでデートに来たいなんて言ったの！」

　二科が声こわ高だかに突つっ込む。

「二人がどれくらいラブラブなのか見てみたいなあと思って♪」

「……っ！」

　もしかして二科のお母さん、俺たちの仲を怪あやしんで、デートに付いてきたいなんて言ったんじゃあないだろうな……？

「ここでじっくり見守ってるから、二人でいってらっしゃい」

「あー、もう、分かったよ！」




　二科のお母さんに見守られつつ、俺と二科で絶叫アトラクションに乗るために列の最さい後こう尾びへと並んだ。




「お母さん、うちらのこと疑ってるのかなー……」

　列に並びながら、二科は言う。この位置からもベンチに座るお母さんの姿は見えるが、もう声は聞こえないくらい遠い。

「やっぱりそうか……」

　やっぱりいっそのことバラしちゃった方がいいのかなー!?　と、二科は一人で苦く悩のうしている。




「こんなことにまで付き合わせちゃって、ほんとにごめん」




「……！」

　突然真ま面じ目めな様子で謝られて、驚おどろいた。

「い、いや……本もとを糾ただせば俺が言い出したことで、二科の両親に付き合ってる振ふりをすることになったわけだから、今いま更さら謝られることじゃ……」

　最初に二科に、俺の家に住むよう両親の前で提案したのは俺だ。俺にも大きな責任がある。

「三波さんがいるのに、お母さんと三人とはいえ私とデート……みたいなことさせちゃってさ。お化け屋敷では、あんなことにもなっちゃって……。ほんと、あんたにも三波さんにも申し訳ないよ……」

「に、二科……」

　確かに三波さんに後ろめたい、申し訳ないという気持ちはあるが、二科が悪いわけではない。

「さっきも言ったけど、元々俺が蒔まいた種なんだから、お前がそういう風に思う必要は一ミリもねえよ」

「……！　一ヶ谷……」

「それに……お前だって、ユーヤさんがいるのに俺なんかとこんなところ来る羽目になってるわけだから、お互たがい様だろ……」

「！　…………」

「……ユ、ユーヤさんと、その後どうなんだよ」

　前に聞いたときは、順調だという一言で片付けられてしまったが、改めてちゃんと聞きたいと思った。またはぐらかされるかもしれないが……。

「あ、うん……夏休み明けの日曜、デートすることにはなってる」

「……！　そ、そうか……」




　やっぱり、本当にうまくいってるんだな……。

　…………。

　協力した俺としても、それはとても喜ばしいことのはずだ。

　ずっと一いつ緒しよに頑がん張ばってきた二科が、うまくいっているのだから。

　それなのに……。

　改めて本当にうまくいってるという事実を知って、なんでこんなにモヤモヤするのか……。

　もしかして俺は……二科と今までずっと一緒に過ごしてきたから、二科がとられる……みたいな気持ちにでもなっているというのか？

　二科と俺はただの協力者という関係でしかない。友達ですらない。

　二科が俺の家を出て行ったら、赤の他人に戻もどろうとまで、二科に言われている。

　そんなにはかない関係だったというのに……俺はいつの間にか、変な勘かん違ちがいを起こしてしまっていたのだろうか。




「あんたは？　三波さんと……順調なの？」

「……！　あ、ああ……」

「今どんな感じなの？」

「この間、『ジェニーの月曜日』観てきた」

「え～いいなあ！　私もあの映画観たいんだよねー！　どうだった!?」

「ああ、面おも白しろかったよ……。特に三波さんは感動して泣いてた程で……」




　そんな他愛もない話をしている間に、順番がやってきた。

　二科と隣となり同士に並んで座り、安全バーで身体を固定され、コースターが出発する。

『ドラゴンコースター』は、子供の頃乗ったときはすごく怖く感じたものだが、高校生になった今乗ってみると、そんなに怖くなく、物足りなく感じた。

　二科はそうでもなかったのか、終始隣でキャーキャー騒さわいでいた。




　……本当に二科と付き合っていたら、こんな風にデートしていたのだろうか。

　遊園地に来て、お化け屋敷で怖がる二科を見て可愛いなんて思ったり、ジェットコースターで大騒ぎする二科の叫さけび声を隣で聞いたり。

　これからは、俺じゃなくてユーヤさんが……こういう二科とのデートを重ねていくのだろう。

　そこまで考えて、三波さんにとんでもなく失礼なことを考えていると気づく。




　本当に今日の俺はどうかしている。

　……いや、今日だけじゃない。ここ最近の俺は、本当に……おかしい。




「久々に乗ったけど、めっちゃ楽しかった～！」

　ジェットコースターを降りると、二科は満足げに言う。

「マジか。さすがに俺は物足りなかったな……」

「まーこの遊園地子供向けだもんねー」




　俺たちが二科のお母さんの待つベンチへ戻ろうとした、そのとき。







「あれ……心？　心じゃん！」




　後ろから二科を呼ぶ声が聞こえた。

「え、唯ゆいと愛まな美み……!?　それに……」

　そこには、いつぞや学校で見た覚えのある、二科の友人の女子二人と……俺らより少し年上っぽい、若い派手な男が二人いた。それぞれの女子の彼氏、だろうか。

「え、あ、前に学校で心と一緒にいた人!?　え、やっぱ心、この人と付き合ってんの!?」

　女子のうちの一人が、俺の顔を見て驚いて言う。

　やばい、誤解されてる……！

「え、あ……」

　二科は一いつ瞬しゆん否定しようとしたのかもしれないが、二科のお母さんがもうすぐそこにいるため、否定できずにいる。この距きよ離りだと会話が聞こえているかもしれない。

「心彼氏いないって言ってたのに、やっぱりこの人と付き合ってたんだ!?」

「なんでよりによってこの人なのー!?　全然釣つり合ってなくない!?」

「心、こういう地味な男子好きなの!?　学校でもっとイケメンからガンガン来られてるのに！」




　女子二人は、無ぶ遠えん慮りよに騒ぎ立てる。

　……二科と俺が釣り合ってないことなんて、俺だってよく分かっている。

　それにそもそも、俺と二科は付き合っているわけじゃない。

　だけど……こうして大勢の前ではっきりそう言われると、やっぱり傷つくもんだ。

　今日は手て抜ぬきで来てしまったけど、せめてもう少しちゃんとお洒落しやれしてくれば、二科に恥はじをかかすことなく済んだのだろうか、なんて考えが頭を過よぎる。

　ごめんな、二科……こんな俺なんかと付き合ってるって、友達に誤解させてしまって。

　本来俺は、二科の隣にいていい男じゃないんだ。

　二科の隣にいるのは、もっといい男でなければならない。たとえば、ユーヤさんのような。

　こういう出来事がないとそのことを思い出せない俺は、なんて愚おろかなんだろうか。




「あのさ、勝手なこと言わないでくれる？」




「……！」

　二科が、恐おそろしく冷たい声こわ色いろで言った。

　……二科の奴やつ、ここまで言われたらさすがに悔くやしくなって、俺と付き合っていることを否定するつもりなのだろうか。お母さんに聞こえるかもしれないのに……。

　でもまあ、そう──だよな。

　勝手に俺なんかと付き合ってることにされて、馬ば鹿かにされて……悔しいよな。恥はずかしいよな。

　二科の気持ちは理解できるつもりなのに、どんどん絶望的な気持ちになっている俺がいる。

　二科の言葉に、大きく傷ついている自分がいる。

　今の俺、死ぬほど惨みじめだ……。




「一ヶ谷に対して失礼なこと言わないで。一ヶ谷のこと、何も知らないのに」




「……え……」

　二科……？

　気づけば二科は、眉み間けんにしわを寄せて、真しん剣けんな表情で、友人たちを見ていた。

　想定外の二科の言葉に、俺は固まってしまう。

　二科、お前は……俺と付き合ってることを否定しようとしたわけじゃなくて、俺のことを庇かばおうとしているのか……？

　俺がダサいのは事実だ。二科と釣り合ってないことも事実だ。

　それなのに、自分の友人を敵に回してまで、俺のことを庇ってくれたというのか？

　なんでそこまでして……。




「えっ、ちょっ……心、何マジになってんの？　ちょっとふざけただけじゃん！」

「そんなにその彼氏のこと好きなんだ……？　ご、ごめんって……！」

　二科の友人らは二科の反応を見て、焦あせった様子で謝り出す。

「あー……、な、なんか、雰ふん囲い気き悪くしちゃってごめん。うちらもう行くね」

　二科の友人らはそう言うと、彼氏らを連れて気まずそうにその場を去った。




「に、二科……」

「ごめん。私の友達が……酷ひどいこと言って」

　二科は辛つらそうな表情で、俺の目を見ずに謝った。

「い、いや……」




　二科の友人らが言った言葉には、確かに傷ついた。

　だけど今となっては、一度や二度会ったことがある程度の、よく分からん女子に言われた言葉など、どうでもいい。

　そんなことよりも、二科が俺を庇ってくれたことが、本当に嬉うれしかった。

　自分の友人になんて思われるかも分からないのに、あんな風に言ってくれるなんて。

　あんなに真剣な様子で俺を庇ってくれたということは、俺のことを認めてくれていると思っていいんだよな？




　二科の言葉に、全てから救われたような気持ちになった。

　二科は俺と距離をとろうとしているように感じたのに、庇ってくれたということは、少なくとも、俺に嫌いや気けがさしたとか、そういうわけじゃないんだよな？

　俺のこと、認めてくれているんだよな？

　そのことが、こんなにも嬉しい。







「二人とも、おかえりなさい」

　アトラクションから戻ってきた俺たちを、二科のお母さんは、穏おだやかな笑顔で出で迎むかえた。

　なぜか、慈いつくしむかのような表情で、先ほどまでとは雰囲気が変わったように思える。




「心……そんなに一ヶ谷君のことが好きなのね」




「……へっ!?」

「!?」

　突とつ然ぜんの二科母の衝しよう撃げき的な言葉に、俺も二科も驚おどろく。

「お母さん、さっきの聞こえて……!?」

　やはり、聞こえていたのか……。

「お母さん、なんだか安心したわ。二人があんまりカップルっぽくないから、仲良くないんじゃないのかって勝手に心配してたけど……どうやら、余計な心配だったみたいね」




　二科が俺を好きなんてことは、あり得ない。俺自身がよく分かっている。二科のお母さんはどうやら、二科の言葉を聞いて勝手に誤解してくれたみたいだ。

　だけど……お母さんの言葉に少し嬉しくなっている俺がいるのは、なぜなんだろうか。







　それから、適当にいくつかアトラクションに乗った。

　ゆっくりしたアトラクションはお母さんも含ふくめた三人で乗り、絶ぜつ叫きよう系は二科と二人で乗り、乗り物チケットを使い切ったところで、俺たちは遊園地を後にした。




　帰りに駅の近くの適当なレストランで三人で食事をしてから、電車で帰宅する。




　二科の言葉が、今でも耳に残っている。

　俺はきっと、今日のことをずっと忘れないだろうと思う。








６









「今日は二人とも、私の我が儘ままに付き合ってくれてありがとうね。今日の二人の様子を見て、本当に安心したわ！」




　家に帰ってから、二に科しな母が嬉うれしそうに言う。

「いえ、そんな……」

　どうやら、二科が俺を庇かばった様子を見て、俺たちが付き合っているということへの疑いがなくなったようだ。

　完全なる事故だったが、結果的に助かった。




「あ、ところでお母さん。一いちヶが谷やの家にいるうちは、リビングのソファーで寝ねるってことでいいよね？」

　二科が思い出したかのように言う。

「え……え!?」

　二科の言葉に、お母さんは驚おどろきの声を上げた。

「ソファーで……!?　ずっと飛行機でしか寝てなくて、やっとベッドで寝られると思ったのに……!?　そんなの、旅の疲つかれも取れないわよ！」

「だって仕方ないじゃん、急に押しかけてくるんだもん……」

　我が家には、二科が使っている希き咲さきの部屋、俺の部屋、リビングの他に、両親が布ふ団とんで寝ていた和室があるのだが……布団は両親がインドに持って行ってしまった。

　そのため、二科の言うとおり、リビングのソファーで寝てもらう以外に、我が家に寝られる場所はない。




「そうだ……そしたらお母さん、心こころのベッドを借りようかしら。心は一ヶ谷君のお部屋で、二人で寝るっていうのはどう？　今日は保護者同どう伴はんだから、特別に二人一いつ緒しよに寝ていいわよ♪　勿もち論ろん、変なことはしちゃだめよ？」




「……!?」

「はああ!?」

　二科母の突然の発言に、俺は耳を疑う。二科も大声を上げた。

「さすがに私が同じ家にいるのに、変なことしようなんて思わないでしょう？　今までちゃんと私の言いつけを守って、健全なお付き合いをしていた二人だものね。だから、同じベッドで眠ることくらいは許してあげるわ。そうね……キスするくらいだったらお母さん、今日は特別に目をつむってあげるわ♡」

「……っ!?」

「は……はああ!?　だ、だから、勝手に何一人でわけ分かんないこと言ってんの!?」

　俺も二科の言葉に完全に同感だった。

　一体何を言ってるんだこの人は!?

　っていうか、今日は特別に……とか言ってるけど、実際自分がベッドで寝たいだけなんじゃないのか……!?

　そんなことで、自分の娘むすめを男と一緒のベッドに寝かせていいのかよ!?

　二科が俺の部屋で一緒に寝る、って……そ、そんなの、許されるわけがない。

　というか、二科が承認するわけない。

「今日一日、二人の様子を見ていたら……少なくとも、心が一ヶ谷君のことを大切に思っているっていうのは分かったし、うまくいってるっていうのも分かったんだけど、距きよ離り感がまるでお友達同士で、やっぱり全然恋こい人びとっぽくないのよね。今まで二人が、真ま面じ目めにお母さんの言いつけを守ってくれていたから、なのかもしれないけど……。だから今日は、二人が恋人同士として距離を縮めるいいチャンスだと思うの♪　お父さんには内緒にしてあげるからね♡」

「～～っ！」

「それともなあに？　二人とも、付き合ってるのに、一緒のベッドで眠るの嫌いやなの？」

「……！　い、いや、そういうわけじゃ……」

　怪あやしまれるのを恐おそれてか、二科は母の言葉を否定する。

「じゃ、決定ね♡」

　拒きよ否ひしたら怪しまれる。

　きっと俺も二科も同じことを思って、それ以上何も言えなかった。




　こうして、二科は俺の部屋で寝ることが決定してしまった。




「と、とにかく、俺はカーペットの上で寝るから、お前はベッドで寝ろよ。……俺のベッドで寝るのが嫌じゃなきゃ、だけど……」

　二科のお母さんが風ふ呂ろに入っている間、俺は二科に告げた。

　二科のお母さんが言うように本当に一緒のベッドで寝るなんて、できるわけがない。

　俺たちは本当の恋人同士ではないし、互たがいに別に相手がいるのだ。

「……！　そ、それは絶対ダメ！　ここまで散々私の家の事情で迷めい惑わくかけたのに……これ以上あんたに迷惑かけるわけにいかないから……」

「いや、前にも言ったけどこれは俺の責任でもあるし……」

「とにかくダメ！　私がカーペットで寝るから、あんたはいつも通りベッドで寝て！　私のことは部屋にいないものと思って、何も気にしなくていいから！」

「に、二科……」

　二科の意思は堅かたいようだった。

　仕方なく、二科の言う通り俺がベッドで寝て、二科がカーペットで寝ることが決まった。







　数時間後、自室にて。

　俺がベッドの上でスマホを弄いじっていると、部屋の扉とびらがノックされる。

　スマホを弄ってはいたものの、俺は内心気が気じゃなかった。

「あ、は、入っていいよ」

　二科だろうと思い、返事をした。

　風呂から上がって寝る準備を整えたらしき二科が、部屋に入ってきた。

　なんだか、変な感じだ。二科が寝るために俺の部屋に入ってくる、って。

　これからこの部屋で、俺と二科は二人きりで寝るのか……。

　三み波なみさんに心の中で謝りつつ、下手へたすると手が震ふるえそうなほどに緊きん張ちようしていることに気づく。

「ご、ごめん。私が寝ないとあんたも寝れないもんね」

　俺が寝ずに待っていたことに対して、二科が謝る。

「い、いや、別に……」

　二科はピンク色でふわふわの半はん袖そで、ショートパンツのパジャマを着ていた。

　今日だけはもう少し肌はだの露ろ出しゆつ度の低いパジャマを着て欲しいと内心思ったが、夏だから薄うす着ぎなのは仕方がない。




「ほら、これ」

「あ、ありがと……」

　枕まくら代わりのクッションと掛かけ布団を貸してやったが、硬いカーペットの上なんかで眠れるのだろうか。

　二科はカーペットの上にクッションを置いて掛け布団をかけ、俺に背中を向けて横になった。

　決して広くない部屋なので、割と近くに二科の後ろ姿がある。

　……お、落ち着け、俺の心臓……！

　俺には三波さんがいるのに、なんでこんなにドキドキしてしまうんだよ。

　今日俺、眠れる気がしないんだが……。

　い、いや、これは仕方がないことだ。

　同じ部屋で同い年の女子と寝なければならないなんてこの状じよう況きよう、何の経験もない健康な高校生男子だったら、誰だれでもこんな風にドキドキしてしまうだろう。

　──別に、相手のことを好きじゃなくても……。




「じゃ、じゃあ、電気消すから……」

「うん……」

　俺が電気を消し、部屋が真っ暗になる。

　静まり返った部屋が、一層緊張感を煽あおる。

　俺は二科に背を向けて、心を無にしようと努める。




「ほんと……ごめんね。こんなことにまでなっちゃって、あんたにも三波さんにも申し訳なさすぎて……」




「……！」

　暗くら闇やみの中で、二科の震えそうな声が響ひびいた。

　俺は邪よこしまなことを考えそうになっていたというのに、二科は罪悪感に苛さいなまれていたのか……。

「だ、だから、もう謝るなって……」

「でも……」

「だ、大体……お前だってユーヤさんと付き合ってるっつーのに……」

「……！」

　実際付き合っているのかどうかは分からなかったので、確かめる意味での発言でもあった。

　なんとなく、これがユーヤさんとのことを聞ける最後のチャンスだと思った。

「や、まだ、付き合ってはないけど……」

　……！　そうか、まだ付き合ってはいなかったのか。

「で、でも、今度、デートするんだろ？　どこ行くんだよ？」

「『鬼き殺さつの刀』のコラボカフェと、あとカラオケ行こうって話になってるけど……」

　カ、カラオケ!?

　初デートでカラオケって……大だい丈じよう夫ぶなのか？

　……っていや、二科はもうユーヤさんのことが好きなんだから、俺が心配するようなことじゃないだろ……。

　それに、ユーヤさんは真面目そうな人だったし、心配は無用なはずだ。……何にせよ、俺が口を出していいことじゃない。

「そ、そーか……。頑がん張ばれよ」

「あんたも、三波さんに振られないよう……頑張んなよ」

「はは……そう、だな……」




　今日、二科のお母さんがやってきて、強制的に二科と一日一緒に過ごすことになった。

　二科のお母さんが来なかったら、このまままともに話すこともないまま二科が出て行って、それで俺たちの関係は終わっていただろう。

　そう思うと、たとえ事故でも、最後に二科と一緒に過ごすことができて良かったなんて、思ってはいけないことを思ってしまう。




　そのとき、俺の部屋に向かってくる足音に気づいた。

　え？　この足音、二科のお母さん……？




『コンコン！』




　考える間もなく勢いよく扉がノックされる。

「心!?　起きてる!?」

　扉の向こうから、大きめの声で呼びかけられる。

「え、お母さん!?」

「開けるわよ!?」

　俺も二科も何も答えていないのに、勢いよく扉が開かれた。

　ただごとではない二科母の様子に戸と惑まどう。

　こんな夜中に、一体何を……。

「お母さん!?　何……」




「心、これは何!?」




「……っ!?」




　二科のお母さんがあるものを掲かかげて、すごい気き迫はくで二科に尋たずねた。俺は衝しよう撃げきのあまり言葉を失う。

　部屋は暗くても、廊ろう下かの電気で、二科のお母さんの険しい表情と、その手に掲げられたものがはっきりと見えた。




　二科のお母さんの手にあったのは、同人誌だった。




　二科の好きな『ビブマイ』の『とヒプ』本。それも……表紙には裸はだかの男キャラ二人が描えがかれており、でかでかと『Ｒ18』の文字。

「あっその本……！　や、やば、私……」

　慌あわてて身体からだを起こして、狼狽うろたえる二科。

　おいおいおい、オタクグッズ全部、段ボールに詰つめて見えないところに隠かくしたんじゃないのかよ!?

　しまい忘れてたのか……？　よりによってあの一番ヤバそうなやつを……！

「枕の下に何か固いものがあると思って見てみたら……今の反応からして、これは心の本で間ま違ちがいないのね？」

「え!?　あ……」

　なんで枕の下なんかに同人誌入れてんだよ二科……！　寝ねる前に同人誌読みたくなる気持ちは分かるが、しまい忘れてどうする!?

　しかも、枕の下から出てきただけだったら、部屋の主である俺の妹の希咲の本だ、って言い訳が通じた可能性もあったのに、今の二科の反応で、お母さんは本が二科のものだと確信してしまったようだ。

「心あなた……こういう本が好きなの？　こういう趣しゆ味みがあったの……？」

「……っ！」

　二科はびくっと体を強こわばらせる。

「こういうのが好きだってこと、お母さんに隠してたの？」

「……！　え、えっと……」

　二科は声を震わせる。

　お母さんはオタク趣味に偏へん見けんがある──このお母さんの反応を見て、二科の言っていたことは本当だったのだと悟さとる。

「家にいたときも、コソコソこんな本読んでたの!?　心にこんな趣味があったなんて……！」

　お母さんは険しい表情で二科を糾きゆう弾だんする。

　今日一日二科と話していた様子を見るに、恋れん愛あい脳でネジがぶっ飛んでるけど、二科のことを大切に思っている、優しいお母さんだと思っていた。特に厳しそうだという印象は受けなかった。

　それなのに……オタク趣味のこととなったらこんなにも豹ひよう変へんするなんて。

　一体どうしてオタク趣味にそんな偏見を持っているんだ？　娘むすめの趣味を理解しようとは思わないのか？

「……っ」

　悔くやしさなのか、よく分からない感情がこみ上げてきて、俺は拳こぶしを握にぎりしめた。

　二科は俯うつむいて何も言えなくなっていた。俺からは後ろ姿しか見えないが、それでも怯おびえていることが分かる。




「……お、お言葉ですが……こういった趣味……オタク趣味は、決して恥はずべき趣味なんかじゃありません！」




　気づけば俺は、ベッドから下りて立ち上がり、声を上げていた。

　二科が、大好きなオタク趣味のことでお母さんに責められているこの状況が、耐たえられなかった。

　大好きな娘の趣味なんだ。理解しようと努めてくれてもいいんじゃないのか？　そう思わずにはいられなかった。




「い、一ヶ谷……」

「…………」

　二科のお母さんは、驚おどろいた様子で俺を見ていた。

「その、オタク文化は、今や日本が誇ほこる独自のカルチャーの一つだと思います……！　どうか、ハナっから悪いものだと決め付けないでください……！」

「一ヶ谷君……」

「お、お母さんは何か偏見を持たれているのかもしれませんが、今どきオタク趣味なんて一いつ般ぱん的な趣味です！　俺だってそうだし、学校にもそういう趣味の人はいっぱいいるし……。だけど心さんは今まで、お母さんに嫌きらわれたくなくて……こういう趣味を隠してたんです」

「…………」

「だからどうか、変な偏見は捨てて、心さんが……娘さんが大好きな趣味を、認めてあげて欲しいんです！　心さんは大好きなお母さんだからこそ、自分が本当に大好きなものを認めてもらいたいと思うんです。自分の大切な人に、自分の趣味を認めてもらえないって辛つらいと思うから……」

「いち……が……」




「オタク趣味を持っていようが持っていなかろうが、心さんが人の気持ちを思いやれる優しい子で、俺が何度も心さんに救われた事実は……変わりません！　だから、趣味のことで偏見を持ったりしないで欲しくて……」
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　気づけば俺は、熱くなって一人で喋しやべり続けていた。

　二科のお母さんに、二科のオタク趣味を認めてもらいたいという一心だった。だけどいつの間にか、熱くなりすぎて余計なことまでベラベラと語ってしまったかもしれない。

　だけど、今話したことは全て、俺の本心だった。

　今日遊園地でだって……いや、それだけじゃない。二科の優しさに、俺は今まで何度も救われてきた。

　二科が今まで俺を救ってくれたように、俺が二科を救えるかどうかは分からない。俺なんかの言葉が二科のお母さんに届くのかは分からない。

　だけど、俺が今二科のためにできることはこれくらいだから……。




　二科は俺の方を振ふり返って、黙だまって俺を見ていた。

　目には、どうしてか、涙なみだが溜たまっていた。




「……一ヶ谷、ありがと……」

「！」




　二科は、泣きながらか細い声で、俺に礼を言った。




「あのね、一ヶ谷君……」

　続いてお母さんが、口を開いた。その顔は、険しい顔ではなく……なぜか、困こん惑わくしたような表情だった。




「私は、オタク趣味に偏見なんて、持ってないわよ。アニメも漫まん画がもゲームも、悪いものなんて全く思ってないわ」




「……!?」




「え、え……!?　嘘うそ!?」

　お母さんの言葉に、二科が驚きの声を上げた。

　オタク趣味に偏見なんて持ってない？　今そう言ったのか？　一体どういうことだ……？

「嘘！　だって、今も、前にＢＬ同人誌が見つかっちゃったときも、全力で否定してたのに……！」

　前にバレかけたことがあると言っていたが、そのことだろうか。

「ああ……前に無理やり友達に貸されたって言ってたあの漫画も、心の漫画だったってことなの……。あのね、私が言いたいのは……」




「高校生の心が、十八禁の……そ、その、エッチな本を見たり、ましてや所持してたらダメでしょ!?　ってこと！」




「「…………」」




　お母さんの至し極ごく真っ当な意見に、俺と二科は絶句した。




「アニメも漫画も好きに見たらいいわよ。お小こ遣づかいやバイト代の範はん囲いで楽しんだらいいじゃない。だけど、それとエッチなものとじゃ全く別の話でしょ!?　エッチな漫画だろうとビデオだろうとなんだろうと、見たいなら、高校を卒業してからにしなさい！　それなら何も言わないわ」

　な、なんだって……？

「え……？　じゃあお母さん、オタク文化に偏見持ってたわけじゃないの……!?」

「？　どうしてそうなるのよ？　そんなこと一言も言ったことないじゃない」

　二科は、その場でがくっと項うな垂だれた。

「な……なんだあぁー……。じゃあ、家であんなに必死にオタク趣しゆ味み隠かくす必要なかったってこと……!?　バカみたい、私……」

　二科の声は、笑い出しそうなくらい明るかった。

　つまり、二科のとんだ勘かん違ちがいだったってことかよ……。

　十八歳未満が十八禁のものを見るなというのは、親の立場からしたら当然の意見だろうとは思う。

　しかも、裸はだかの男同士のエロ本なんて、親が見たら驚いて当然だ。

　二科のお母さんは、エロいものを所持していることに怒おこっただけで、オタク趣味には何の偏見も持っていなかった、ということか。

　これから先、二科は家に戻もどっても（十八禁のもの以外は）、家族にオタクグッズを、オタク趣味を隠す必要はないんだ。

　家でもありのままの二科でいられるんだ。大切な人に、自分の全てをさらけ出せるようになったんだ。

　それが、二科にとってどれだけ嬉うれしいことか、同じオタクである俺にはよく分かる。

　俺まで、安あん堵ど感から顔が綻ほころびそうだった。

　良かったな、二科……。

　心の中で二科に声をかけた、そのとき。




「…………」




　二科が一いつ瞬しゆんだけ、振り向いて、俺の顔を見た。

　真しん剣けんな目をしていた。

「……？」

　それから、二科はお母さんへと向き直る。

「あ、あのさお母さん……私も、お母さんに大事な話があるんだ」

　二科の真剣な様子に、俺は戸と惑まどう。

「ここまでしてくれた一ヶ谷に……これ以上迷めい惑わくをかけるわけにいかないって思って」

「……？」

　二科が何を言い出すのか分からず、動どう揺ようしつつも二科を見た。

「一ヶ谷を、自由にしてあげなきゃいけないって思ったから。だから、もうこの際だから、全部話すね」

「に、二科……？」

　全部話す？　それってまさか……。




「お母さん。今まで嘘ついててごめん。私と一ヶ谷は……本当は、付き合ってなんかないの。一ヶ谷の優しさに……私が甘えてただけ」




「!?」

　俺は二科の言葉に、驚いて二科の顔を見る。

　二科の奴やつ、なんでこのタイミングでそんな話しを……!?

「ごめんね、一ヶ谷……勝手に話しちゃって」

　二科は俺に、なぜか辛そうな笑顔を向けて、謝った。




「どういうこと？」




　二科のお母さんは、俺と二科を見る。

　その顔は、ほぼ無表情だったが、静かな怒いかりが感じられた。

「悪いのは、私だから……」

　二科が言葉を続ける。

「心、きちんと話して」

　二科の奴、このタイミングで本当に全部を話すつもりなのか……？

「私はどうしても、日本から離はなれたくなかった。日本のオタク文化と離れたくなかった。日本のオタク文化は私にとって、本当に大切なもので、離れたら生きていけないくらいのものだったから。でも、私はお母さんが、オタクに偏へん見けんを持ってるって思ってたから、自分がオタクだってことをどうしても言えなくて、どうして日本から離れたくないのか、一番の理由をあの場で言えなかったの」

　二科は声を震ふるわせながらも、必死で話す。

「一ヶ谷は私がオタクだって知ってたから、私がどうしても日本を離れたくない理由をあの場で察してくれて、きっと、私が沼ぬまにどっぷりなオタクで、オタク文化と離れることがどれほど辛いかって分かってくれてたから、あの場でああいう提案をしてくれたの。それで……私は一ヶ谷の提案に乗りたくて、お母さんとお父さんを納得させるには、付き合ってるってことにするしかないって思って、咄とつ嗟さに嘘をついて……」




　二科が話し終えた後、少しの間お母さんは黙っていた。

　お母さんの反応が怖こわくて、俺の心臓の鼓動まで速まっていく。




「…………それ、本当なの……？　心あなた……自分が何をしたか分かってるの？　私とお父さんを騙だまして、付き合っていない人と一いつ緒しよに住んで、一ヶ谷君にも一ヶ谷君のご両親にも迷惑をかけて……」




　二科のお母さんは、驚おどろきと怒りからか、声を少し震わせながら、それでもあくまで冷静を装って、二科を問い詰つめる。

「……。ほ、本当にごめんなさい！」

　二科は自身の母に向かって深く頭を下げた。

「あ……お、俺も……すみませんでした！　付き合ってないのに、あんな提案をして……」

　ここは俺も謝らなければならないと咄嗟に思い、俺も二科に続いて頭を下げる。

　謝って許してもらえることなのかは分からないが、今は謝るしかない。

「い、一ヶ谷は謝る必要なんてない！　悪いのは全部私。一ヶ谷は私を助けてくれただけ。お母さん、私はいくらでも償つぐなうから、一ヶ谷のことだけは責めないで」

「…………」

　二科のお母さんは、二科の顔を見てから、俺の顔を見る。

「……分かったわ。とりあえず心、二人で話しましょう」

　二科は身体からだを少しびくっと震わせてから、「はい」と返事をした。

「……なんかおかしいとは思ったのよね。付き合ってるにしては……」

「……！」

　お母さん、やはり怪しんでいたのか……。

「だけど、しっかり二人の絆きずなを感じることもできたから、嬉うれしく思ってたのに……」

　絆……？　それって、いつそう思ったんだろう。

「私たち、バレないように必死だったから……ごめんなさい」

　仁科の言葉に、お母さんは何も言わなかった。




「それじゃあ一ヶ谷君……おやすみなさい」

　二科のお母さんは、無表情で俺を見て挨あい拶さつをした。

　二科は無言で俺を一いち瞥べつする。

「え……は、はい……おやすみなさい……」




　二科とお母さんは、俺の部屋を出て行った。




　きっと、二科はお母さんにこれから、細かく問い詰められ、説明を求められ、そして怒られるのだろう。

　まさか二科がこのタイミングで全てお母さんに暴ばく露ろするなんて、思ってもみなかった。

　俺にも責任はあるのに、二科は強く俺のことを庇かばってくれた。

　お母さんは相当怒っている様子だったが、二科は大だい丈じよう夫ぶなのだろうか……？




　二科とお母さんのことが気になって、疲つかれていたはずなのに、その日はあまり眠ねむれなかった。




　　　　＊　＊　＊




　翌日。

　朝の七時に、尿によう意いを催もよおして目が覚めた。

　昨日ゆうべは明け方の四時頃ごろまで眠れなかったから、まだ眠い中、トイレへ向かう。




「……？」

　トイレに入る前、リビングに人ひと気けを感じた。

　二科か？　それともお母さんか？　随ずい分ぶん朝早いな。

　俺の足音が聞こえたからか、リビングの扉とびらが開く。

「……っ！」

　そこにいたのは、二科のお母さんだった。思わず身体が強こわばる。

「一ヶ谷君、おはよう」

「お、おはようございます！」

　昨日と変わらず静かに怒りを抱かかえている様子に、背筋がピンと伸のびる。

「……今まで、心がお世話になったわね」

「……！　い、いえ……」




「心の我が儘ままに付き合ってくれてありがとう。今日、心を連れて出て行くわ」




「……！」

　今日？　まさかそんなに早く出て行くことになるなんて思っておらず、驚いた。

　だけど、二科が全て話した今、当然の決断かもしれない、とも思う。

「心の荷物は、今日持って行けるもの以外は、後から業者に引き取りに来てもらうように手配するから。最後まで面めん倒どうかけて悪いわね」

「い、いえ……」




　そこに、二科が階段を下りてリビングへとやってきた。

　着き替がえもメイクも終えて、出かける準備ができた状態だった。

「それじゃあ、一ヶ谷君、お世話になりました。心も挨拶なさい」

「え？　今もう出て行くんですか……!?」

「これ以上二人を一緒に住まわせるわけには……一ヶ谷君にお世話になるわけにはいかないから」

　二科のお母さんは、冷たい声こわ色いろではっきり俺に告げる。

　付き合っていないと分かった以上、娘むすめを赤の他人の男と一緒の家で住まわせるわけにはいかない。そう言っているようにも聞こえた。




「一ヶ谷、今までありがと。元気でね」




　二科は笑って、一言だけ別れの挨拶をした。顔は笑っていても、心から笑っているようには見えなかった。

　突とつ然ぜんのことに戸惑って、一瞬言葉が出ない。

　まさか今日、それもこんな早くに出て行くなんて思わなくて、心の準備ができていない。




「あ、ああ……元気でな」




　俺はそれしか言えなかった。

　二科のお母さんが俺に頭を下げて、二人は出て行った。

　見送りに行くとか、とてもじゃないがそんなことも言い出せない雰ふん囲い気きだった。

　一人家に取り残された俺は、呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽つくす。







　こうして、俺と二科の同どう棲せい生活は突然幕を下ろした。
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　その後の数日間の夏休みを、俺は廃はい人じんのように過ごした。




　三み波なみさんは、夏休み中も仕事で忙いそがしいようで、もう夏休み中は会う約束をしていなかった。

　バーチャルＹｏｕＴｕｂｅｒとしても何本も動画を投とう稿こうしたり、Ｔｗｉｔｔｅｒを投稿したりと、仕事を頑がん張ばっていた。他にも、個人的な声優としての仕事もあるのかもしれない。

　そんな様子を見ていたら、遊びに誘さそうことをためらってしまった。

　あまり頻ひん繁ぱんに連れん絡らくをして仕事の邪じや魔まをするのも悪いと思ったので、ラインのやり取りは夜に何往復かする程度だった。

　あいはあれから素っ気なく、ラインしても返信が遅おそいため、俺はほぼ三波さんとしかラインをしていない状態だった。

　二に科しなとは、少しだけ連絡を取り合った。というのも、二科のお母さんが言っていた通り、引っ越こし業者がうちに二科の荷物を取りに来るとのことで、その日程の連絡だった。

　俺はほぼ毎日家にいるので、いつでもいいと返信した。

　その二日後に業者がうちに来ることになり、二科の荷物を全て、希き咲さきの部屋から運び出した。

　その様子を見て、二科がうちに戻もどることは二度とないのだと、改めて実感した。

　荷物の件以外では、二科とは一切連絡を取らなかった。




　毎日、一人家でネットやゲームをして過ごした。

　好きなことができているはずなのに、虚むなしさばかりが募つのった。




　一人暮らしって、こんなに寂さびしかったっけ？




　誰だれとも会わずに過ごす日々って、なんて寂しく、虚しいのだろう。こんな日々が続いたら鬱うつになりそうだ。

　二科がうちに来る前は一人暮らしだったのに、どうやって過ごしていたのか思い出せない。

　誰かが食べてくれるわけでもないから、夕飯も作らなくなり、弁当や惣そう菜ざいばかりを買って食べるようになった。

　インスタント食品をなるべく食べないようにしたのは、身体からだに悪い物を食べるなと親に言われていたのを、一応守ったからだった。

　部屋の掃そう除じも洗せん濯たくも、頻ひん度どが減った。

　今家族が帰ってきたら、こんな生活をしているようならインドに連れて行く、と言われてしまうだろう。一人暮らしでも家事をきちんとする、という約束をほぼ守れなくなってきていると自覚している。




　二科はあれから……どうしているのだろう。

　ユーヤさんとのデートは、もう少し先だ。

　二人は、まだ付き合ってはいないのだろうか。




　　　　＊　＊　＊




　もうすぐ夏休みが終わる、ある夜。

　いつも通り俺は寝ねる前にスマホを弄いじっていた。

　日課である、毎日ログインしているソシャゲをした後、Ｔｗｉｔｔｅｒのアプリを開いた。

「……！」

　Ｔｗｉｔｔｅｒの通知が一件になっていて、通知欄らんを開く。

　すると、驚おどろいたことに、以前ブロックされたはずの、ゆめさんのプライベートのアカウントからフォローされていた。

　ブロックされると、フォローもフォロワーも外れ、フォローすることもされることもできなくなる。そして、俺からもあちらからも互たがいのＴＬが見られなくなる。

　再度フォローされたということはつまり、ブロックを解除されたのだ。

　一体なぜ、このタイミングで……!?

　気になって、ゆめさんのＴＬに飛ぶ。

「……！」




『バ先の友達とオリサンカフェ行ってきた♡　今までぼっちでしか来たことなかったからうれしい～』




　ＴＬの一番……つまり最新のツイートが、それだった。

　ツイートに添てん付ぷされた写真には、可愛らしい店内と、動物モチーフの可愛らしいキャラクターのスイーツが写っていた。

　バ先の友達、って……ゆめさん、バイト先に友達いたのか？　今までＴｗｉｔｔｅｒに友達の話題なんて出てきたことなかったので、友達という言葉が出てきたことに驚く。

　つい気になって、今までのツイートも見る。

　俺がブロックされていた間、見ることができなかったツイートをいくつか確認できた。

　俺にはああ言ってくれたけど、本心を呟つぶやけるＴｗｉｔｔｅｒでは、一体なんて言っているか分からない。俺に対する悪口だってツイートされているかもしれない。

　そう思うと怖こわかったが、それでもどうしても気になった。遡さかのぼって、俺がブロックされた日のツイートから見てみる。




『一番辛つらいお別れを経験しました。暫しばらく病やむ。。』




「……！」

　これって、日付的にも……完全に、俺とのこと、だよな……？

　俺のことをツイートするために、俺に見られたくなくて、ブロックしたのか……。

　胸が痛くなりながらも、他のツイートも一つずつ確認する。

　ところどころ、趣しゆ味みのキャラクターグッズや、ソシャゲや、好きな女性声優のことなどもツイートされていたが、

『辛すぎてバイト行きたくない』

『人生に楽しみがない。。』

　というツイートもあって、胸を打たれる。

　ゆめさん、俺のことでこんなに病んで……？　見るのも辛くなってきたが、ここでやめられるわけもない。

　その後一日空いた後、

『ここ数日病んでたけど、今日初めてバ先でシフト一いつ緒しよになった子が休きゆう憩けい時間にゆめこを見て話しかけてくれて嬉うれしかった。その後ライン交こう換かんした。一度は行方ゆくえ不明になりかけたゆめこだけど、これもゆめこのおかげだなぁ♡』

　ゆめこって確か、ゆめさんと初めて会ったときに一緒に捜すのを手伝ったマスコットだ。

『ゆめこを見つけてくれたあの人のこと、思い出しちゃう。。』

　最後には泣きながら笑っているような絵文字がついていた。

　あの人って……俺のこと、か？

『思えば、今まで二次元が楽しみで生きてきたといっても過言ではないけど、現実世界にも楽しいことや幸せなことはあるって教えてくれたのがあの人だったなぁ。バイトも辞めたかったけど、続けたらいいことあったし、もっと前向きにならないと』

　ゆめさん……。

　俺は決して、そんな大それたことなんてしていないのに、そんな風に言ってくれるなんて……。

　その日を境に、前向きな、明るいツイートが増えた。

　趣味の話に加え、バイト先の友達とのツイートや、一緒に写っている写真なども増えた。

　その上、Ｔｗｉｔｔｅｒ上でフォロワーと楽しげにリプをし合っているのも確認できた。

『フォロワーさんと愛ライブ！のコンサート一緒に行けることになった♡　嬉しみ♡』

　ゆめさんは今、Ｔｗｉｔｔｅｒを見る限り、すごく楽しそうだった。

　それも、無理に楽しそうにアピールしているというわけではなく、本人が実際に日々を楽しんでいるのだということが伝わってきた。

　マイナスなツイートがほとんどないし、俺の話もツイートに出てこなくなっていた。




　俺は、自分のことのように嬉しかった。

　ゆめさんを一番傷つけたのは俺なのに、喜ぶ資格なんてないのかもしれない。

　だけど、毎日がつまらないと言っていたゆめさんが、今こんなに楽しそうにしている。

　それは当然、彼女の努力の結果だと思う。彼女が現実を楽しもうと前向きになったからだ。

　だけどもし、ゆめさんがツイートしてくれているように、そのきっかけに、少しでも俺が加担できているのだとしたら……こんなに嬉しいことはない。




　　　　＊　＊　＊




　程なくして、夏休みが終わり、新学期が始まった。




「あいお前、なんでライン返さねえんだよ。一緒にゲームやろうと思ったのに」

「だって、景かげ虎とらは彼女とラブラブで忙いそがしいんじゃないかと思って」

「なんで拗すねてんだよ……」

「拗ねてないし！」

　教室から体育館に移動する間、久々にあいと会話する。

　久しぶりの学校は、夏休み中よりも楽しく感じた。誰かと会話できるって、素晴らしい。




　これが俺の元々の生活だった。

　二科と暮らす前の、元の日常に戻もどっただけだ。

　こうしていると、二科と暮らしていた日々が夢だったんじゃないかなんて思えてくる。




「……！」

　その日、始業式とホームルームを終えて、下校するために廊ろう下かに出たところ、偶ぐう然ぜんにも二科の姿を発見した。

「…………」

　二科の方も俺に気づき、少し驚いている様子だ。

　二科と会うのは、二科がうちを出て行って以来……一週間と少しぶり、くらいだろうか。

　家で毎日顔を合わせていたのが嘘うそみたいだ。

「あ、心こころの彼氏……じゃなくて、友達の！」

　二科のそばには、例の友達二人がいた。俺を見て声をかけてくる。

『心の友達』……ということは、二科、俺が彼氏だって誤解、解いたんだな。

「この間はごめんねー」

「え、いや別に……」

　謝られて驚く。悪い子らではない……のだろうか。腹立たしいことには間ま違ちがいないが。

「あ、ちょっと私一いちヶが谷やに話しあるから……先帰ってて」

「あ、そーなの？　じゃまた明日～」

　二科が、俺に話し……？　一体何だろう。

　女子二人が二科に挨あい拶さつして立ち去る。

「ごめん、勝手に決めちゃって」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだけど」

「あ、もしかしてこの後……三波さんと待ち合わせて一緒に帰ったりする？」

「え、特にそういうのはないけど……」

　三波さんも三波さんで、友達づきあいがあるだろうから、そういう提案は俺の方からは特にしていなかった。

「そっか」

「どっか移動するか？」

「……ううん、ここでいい。すぐ終わるから」

　二科と学校で話すときは、毎回周りを気にして、人がいない場所で話していた。

　周りには、下校中だったり、廊下で話している生徒がちらほらいる。ここで話して大丈夫なのか？　特にオタク関係の話題ではないのだろうか。




「あんたのおかげであれから、家でもオタク趣しゆ味み隠かくさなくて済むようになって……本当に気が楽になった。感謝してる。そのことを伝えたくて」




「……っ！」

　二科の言葉に驚おどろいた。

　いや、家でオタクを隠さなくなって快適になったのはとても喜ばしいことだが……この話、今ここでしていいのか？　周りの生徒に聞かれてないか？

　俺が狼狽うろたえてキョロキョロしていると、

「あ……もしかして、周り気にしてくれてんの？　私ね、もう友達にも、学校でも、オタク隠さないことにしたんだ」

「え……!?」

「あんたがあの日、お母さんを、『オタク趣味は恥はじることじゃない』って説得してくれて……。お母さんも、私の趣味を受け入れてくれて。それから、考え方が変わったんだ。あんたが言った通り、オタク趣味は恥じることなんかじゃないって思う。クラスにも、アニメ見たりソシャゲやったりしてる子が普ふ通つうにいるし、みんなそれを隠してない。今まで、『私はみんなよりもっと濃こいオタクだからバレたらまずい』って思いこんでたけど、オタク趣味まるごと隠す必要なんてなかったんだ。教室とかでＢＬとかエロ系の話ししたりするのは良くないけど、ソシャゲの話しとか、好きなアニメの話しとか、ちゃんとＴＰＯを弁わきまえた話題だったら、何も問題なかったんだよね」

「二科……」

　そうか二科、家でだけじゃなく、学校でもオタク趣味を隠すのやめたんだ……。

　確かに二科の言うとおりだと思う。

　学校で陽キャっぽい奴やつでも、アニメやソシャゲ、ゲームの話ししてるし、頑かたくなに隠す必要なんてないと思う。

　ＢＬだとか、同人誌とか、エロ系の話しは勿もち論ろん学校ではしない方がいいだろうけど、そこにさえ配はい慮りよすれば、全く問題ないだろう。

「そうだな、俺もその通りだと思う」

　俺の言葉に、二科は頷うなずく。

「もう、友達とかに……話したのか？」

「うん。誰だれも引いたりしなかった。それどころか、え、それが何？　くらいの反応で。今まで隠して窮きゆう屈くつな思いしてた自分がバカみたいだな、って。友達にも、案外私の好きなソシャゲやってる子とかいて、今日初めて学校でそういう話しができて……めっちゃ嬉しかった」

「そっか……。良かったな」

　二科はもう、家でも学校でも、ありのままの自分でいられるようになったんだな。

　本当に良かった……。

「あんたのおかげだよ」

「え……？」




「あんたがあのときお母さんに言ってくれた言葉で、私は変われた」




「二科……」

　二科の言葉は、俺には勿もつ体たいないくらいの、嬉うれしい言葉だった。

　別に俺は、そんなに大それたことをした自覚はない。あのとき、本当に思ったことを二科のお母さんに伝えたまでだ。

　それを、二科がそこまで思ってくれていたなんて。




「あんたと出会えて良かったって思う。だから……今までありがとう」




「……!?」

　二科はまっすぐに俺を見て、少し寂さびしげな笑顔で、はっきりと俺に告げた。

　二科の言葉に、嬉しいと思うと同時に、寂しさが湧わき上がる。

　今の言葉はもしかして……俺との決別宣言なんじゃないだろうか。

　これで本当に……二科は、もう俺と関わるのをやめようとしているんじゃないか。

　なぜか俺は、二科の態度に、二科のそんな気持ちをくみ取ってしまった。

　最後に、報告とお礼を俺に伝えたかった、つまりはそういうことなんじゃないかと。




「それじゃ、バイバイ。一ヶ谷」




　何も言えなくなっている俺に構わず、二科は別れの言葉を俺に告げた。

　バイバイ。

　これで本当に、さよなら。

　二科と出会ってから今までの思い出が、瞬しゆん時じに脳内に蘇よみがえる。




　変われたのは、俺の方だ。

　二科と出会えて良かった、それは俺のセリフだ。

　アドバイスをしてくれたり、俺一人だったら行けなかった出会いの場に、アクティブに引っ張り出してくれたり、勿論そういうことも大きい。

　だけど、それ以上に……。

　二科がいたから、俺は頑がん張ばれた。

　二科が、俺の恋れん愛あいがうまくいくよう、本気で考えて、時には𠮟しつ咤たして、応おう援えんしてくれたから。

　俺が傷ついたとき、庇かばってくれて、救ってくれたから。




「に、二科！」




　帰ろうとする二科の背中に呼びかける。

　二科は立ち止まって、振ふり向いた。その顔はどうしてか、少し辛つらそうに見えた。




「変われたのは俺の方だ。お前のおかげで今の俺があるから……だから、ありがとう！」




　俺の言葉に、二科は何も答えずに、微笑ほほえんだ。

　そしてそのまま、もう一度俺に背を向けて歩き出す。もう振り返ることもなく。




　その背中が見えなくなっても、俺はその場で呆ぼう然ぜんとしていた。

　これで本当に……さよなら、なんだ。




　　　　＊　＊　＊




　その日の夜。

　スーパーで買った弁当を食べてから、俺は三波さんと電話していた。

「昨日上がったエミリーの動画、面おも白しろかったよ！　三波さんって体力めちゃくちゃあるんだね～。エミリーの『フィットネスアドベンチャー』、スタミナつよつよ過ぎてびっくりした！」

『フィットネスアドベンチャー』とは、今バーチャルＹｏｕＴｕｂｅｒの間で流行しているゲームソフトだ。

　筋トレをしながら冒ぼう険けんができるというもので、実際の筋トレがゲームに反映される。

　西さい園おん寺じエミリーの『フィットネスアドベンチャー』は、彼女の華きや奢しやな見た目、普ふ段だんの可愛らしくて上品な声と立ち振ふる舞まいからは想像できないほど、筋肉もスタミナもあって意外だったと、バーチャルＹｏｕＴｕｂｅｒファンの間で話題になっていた。

「ふふ、声優のレッスンで、普段からストレッチとかダンスのレッスンとかやってるからかもしれないです」

「へぇ～。今どき、声優ってダンスのレッスンとかもあるんだ。エミリーの歌ってみたｐｖでダンスキレキレだったけど、やっぱり三波さんがダンスも踊おどってるの？」

「そりゃあそうですよ。わたしがやらなきゃ意味ないですから」

　本当に三波さんって、なんでもできるんだなあ……。




　基本的に俺と三波さんは、ラインでのやり取りが多かったが、週に一度くらいはこうして電話していた。

　ありがたいことに、三波さんの方から電話していいですか？　とラインしてくれることが多い。

　今日も、俺が『動画見たよ！』とラインしたら、三波さんが電話してもいいですか？　とラインしてくれた。




　夏休み後半に映画館デートをしてから、俺と三波さんは会っていない。

　夏休み中も声優の仕事で忙いそがしそうだったから、俺はデートに誘さそうのを躊躇ためらってしまっていた。

　学校では、学年が違ちがうので、どこかで待ち合わせして会おうとしない限りは会えない。三波さんは友達も多いだろうし、俺と付き合っていることを周りに話しているか分からないこともあり、学校では会わない方がいいのかな、なんてなんとなく思っていた。




　──二科と、仕方のない事情があったとはいえ、遊園地に出かけてしまったり、お化け屋や敷しきで手を繋つないでしまったり、一いつ緒しよの部屋で夜を過ごそうとした（未み遂すい）ことは、三波さんには話していない。

　本当は話さなければならないのかもしれないが、なかなか話せないでいた。

　三波さんと話すたびに、罪悪感に苛さいなまれる。




「……。あの、なんだかわたしたちって、付き合う前とあんまり変わらないですよね……」




「……えっ!?」

　通話中、突とつ然ぜんの三波さんの発言に驚おどろく。

　俺と三波さんが、付き合う前と変わらない……？

　そ、そうだろうか？　俺はあまりそうは思っていなかった。

　付き合う前より頻ひん繁ぱんにラインしてるし、こうしてたまに電話もしてるし、デートもしてるし……。

「あ、ご、ごめんなさい！　その、悪い意味ではないですよ。こうやって、付き合ってからも、一ヶ谷先せん輩ぱいがエミリーの動画の感想を伝えて下さって……嬉しいですし」

「？　そ、そう……？」

　悪い意味ではない……？　それならいいのだが……。

　世のカップルというのは、こうじゃないのだろうか。彼女ができたのが初めてだから、付き合い方が分からない……。

　確かに、付き合う前から俺、エミリーの動画の感想を三波さんにちょくちょく送っていたな。

「あ、あの……次のデートは、どうしましょうか？」

「……！　あ、そ、そうだね……」

　映画に行って以来、デートに行けていない。そろそろ次のデートに誘いたいとは思っていたが、三波さんの方から誘わせてしまった。

「じゃ、じゃあ、次の日曜日はどうかな？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです！　その日にしましょう」

　自分で口に出してから、気づく。

　次の日曜日、って……確か、二科とユーヤさんのデートの日、だっけ……。

　いや、別にだからどうしたってことはないのだが、なんとなく覚えていただけだ。

　確か、『鬼き殺さつの刀』のコラボカフェとカラオケに行く、とか言ってたっけ……。

「……？　一ヶ谷先輩、どうかしましたか？」

「え!?　いや、何も……。ど、どこ行こっか！　ど、どこか行きたいとこある!?」

「……。……そうですね、それじゃあ……ディスティニーランド、とか……」

「……！」

　ディスティニーランド。

　おそらく、日本で一番人気のあるテーマパークだ。

「その、わたし、デートでディスティニーランドに行くのに憧あこがれてて……。ダメですか……？」

「ダ、ダメなわけないよ！　ディスティニーランド、行こう！」

　デートでディスティニーランドに行くのに憧れていたという三波さんを、可愛く思う。




　それから、待ち合わせ場所と時間を決めた。

　開園時間にディスティニーランドの最寄の駅で待ち合わせることにする。

「じゃあ……遅おくれないようにするね！」

「楽しみにしてますね」

「あ、うん、俺も！」




　三波さんとの電話を終えて、ソファーに横になる。

　遊園地デート、か……。

　いやでも、二科と二科のお母さんと三人で行ったことを思い出してしまう。

　三波さんとのデートが決まった直後にそんなことを思い出してしまうなんて、俺は最低だ。




　遊園地といっても、日本一有名なディスティニーランドと、それに比べたら規模の小さな子供向けの遊園地であるファンタジアランドでは、全く違う。

　それに、二科と行ったときは、二科と二科のお母さんと三人だったわけだから、デートではない。

　だから──あの日のことは、忘れよう。

　俺はこれから三波さんと、二科はユーヤさんと、新しい思い出を作っていくんだ。

　互たがいに前に進むんだ。

　二科はもう、とっくに前に進んでいるんだから……。








８









　約束の日曜日。

　朝八時にディスティニーランド最寄駅で待ち合わせだったため、六時に起きて、二に科しなに教わった最大限のお洒落しやれを頑がん張ばって、家を出た。




「……！」

　俺が待ち合わせ場所である駅に辿たどり着くと、三み波なみさんの姿をすぐに見つけることができた。のだが……。

　三波さんは、見知らぬ若い男性グループに声をかけられていた。

　三波さんが彼らに、苦笑して何も言わずに会え釈しやくしているのが目に入る。

　こ、これは……もしかしなくても、ナンパか!?

　さすが三波さん……。これだけ若い男女がたくさん待ち合わせしているこの駅でも、一ひと際きわ目立ってるもんなあ……。

　……って、感心してる場合か！　早く助けないと！

「み、三波さん！」

　俺が三波さんに近づきながら声を張り上げて呼びかけると、三波さんは俺の顔を見て笑顔になった。

「一いちヶが谷や先せん輩ぱい！」

「え、これ彼氏？」

「なんだ、彼氏と待ち合わせだったんだー」

　幸いにも、男性グループはすぐにその場から去った。

「ご、ごめんね。俺が待たせたばっかりに……」

「いえ！　時間ぴったりですよ。行きましょう！」




　今日の三波さんも、可か憐れんで美しかった。こんな子とディスティニーランドに行けるなんて、俺はなんて恵めぐまれているのだろう。




　駅から少し歩いて、ディスティニーランドの入り口へと辿り着く。

　チケット売り場には列ができていた。

　ディスティニーランドに来たのは、小学生の頃ころ家族で来たとき以来だ。開園直後に来たのに、こんなに混んでいるものなのか……。

　同じ遊園地でも、ファンタジアランドとは混み具合がまるで違う。




　チケット売り場の列に並んで、三波さんと、最近のアニメやバーチャルＹｏｕＴｕｂｅｒ関係の話を（一応具体的な名前を挙げないように気をつけながら）していたら、あっという間に列が進んで、チケットを購こう入にゆうすることができた。

　事前にディスティニーランドのチケットの金額は調べてあり、今日は多めに金を持ってきた。

　ディスティニーランドのチケット代は、高校生の俺にとっては、とんでもない高額で驚いた。この日のために貯金を下ろしたくらいだ。

　ファンタジアランドのアトラクションチケット代は二科のお母さんに出してもらったけど、金額は覚えている。あれって、めちゃくちゃ安かったんだな。

　本当は彼氏なんだから、三波さんの分のチケット代も俺が払はらえたら格好いいのかもしれないが、正直言って、そんな金の余よ裕ゆうは俺にはない。

　それに、三波さんは声優の仕事で相当稼かせいでいるだろうと思うので、「奢おごろうか」なんて提案することすら情けないと思い、特にしなかった。




　チケットを購入した後、入り口で軽い持ち物検査をしてから、入園する。

「うわあ……」

　入園して、パークの様子を見み渡わたして思わず声が漏もれる。

　ディスティニーランドは、混み具合だけでなく、園内にある建物などの造形の全てのクオリティがファンタジアランドとは比べものにならなかった。まるで別世界に来たみたいだ。

　子供の頃来たときのことを、あんまり覚えていなかったけど、それでも、めちゃくちゃ楽しかったし、ディスティニーランドが大好きになったと記き憶おくしている。




「あっ一ヶ谷先輩！　あっちにミミーちゃんがいます！　列に並んで一いつ緒しよに写真撮とってもいいですか!?」

「うん、勿もち論ろん！」

　キャラクターの着ぐるみを見つけてはしゃいでいる三波さんは、いつにも増して可愛い。オタク趣しゆ味み以外でこんなにテンションが上がってるの、初めて見た気がする。

　やっぱり、女の子なんだなあ……なんて微笑ほほえましく思う。




　キャラクターと三人（？）の写真をスタッフに撮ってもらった後、早さつ速そくアトラクションへ向かうことにする。

　俺はディスティニーランドに詳しくないため、三波さんの希望するアトラクションがあればなんでも任せる、と伝えた。

　そして、三波さんが乗りたいと言った、最近できたばかりという、『ディスティニー』制作の大ヒットアニメ映画をモチーフにしたアトラクションへと向かった。




「二時間待ち!?」

　アトラクションの入場口の列に並ぶ目安時間を見て、驚おどろきの声を上げた。

「あ……さすがに、二時間は厳しい、ですか……？」

「えっ!?　ああいや、全然！　ちょっと驚いただけだって！」

　すげえなあ。二時間もこのアトラクションの列に並ぶ人が、こんなにたくさんいるのか……。

　ファンタジアランドなんて、どのアトラクションも十五分以内とかだった気がする。

　あの遊園地って過か疎そってたんだな……。まあ、実際こうして比べるとショボかったもんなあ。

　内心驚いたが、もうこの場所ではそれがデフォなのだと理解して、三波さんと列の最さい後こう尾びに並んだ。

　列に並んでも、三波さんとオタク的な話をしていたら、退たい屈くつには感じなかった。

　こういうところを見ても、三波さんって俺にとって、理想の彼女だと思う。こんなにオタク趣味の話しで盛り上がれる女子なんて、なかなかいないだろう。




　そのアトラクションは、コースターに乗って映画の世界を楽しめるというもので、俺の好きな絶ぜつ叫きよう系のアトラクションではなかったが、映画に出てくるシーンの再現やキャラクターの造形のクオリティが高く、俺でも楽しむことができた。




「本当に可愛くて最っ高でした……！　一ヶ谷先輩は、楽しめましたか？」

　コースターを降りて、三波さんが笑顔で俺に尋たずねる。

「うん、俺も楽しかったよ」

　何より、楽しそうにはしゃいでいる三波さんを見ているのが幸せだった。




　それからも、途と中ちゆうでフードを食べて休きゆう憩けいを挟はさみつつ、いくつかのアトラクションを楽しんだ。

　どのアトラクションも長時間列に並ばなければならなかったが、並んでいる間も、三波さんとだったら話しが尽つきることもなく、楽しい時間を過ごせた。




「わたし、こうして一ヶ谷先輩と『ディスティニーランド』に来ることができて……本当に嬉うれしいです」




「……！　み、三波さん……」




　四つ目のアトラクションを終えたとき。

　三波さんが改めて俺の顔を見て、微笑んでそう言ってくれた。

　嬉しさと、それから……罪悪感で、胸が締しめ付けられる。

　三波さんはこんな風に思ってくれているのに、正直、俺の心は……今この時間に、百パーセント集中できているわけではないと、自分で思うからだ。

　今日、二科とユーヤさんのデートがどうなっているかを気にしてしまっている自分がいる。




　三波さんは、本当に俺のことを好いてくれているんだ。

　こういう嬉しい言葉をもらえる度たびに、改めて思う。

　どうしてこんな子が俺なんかをこんなに思ってくれているのか、未いまだに不思議でならない。

　こういうとき、いつも考えてしまう。

　こうして三波さんが、俺のことを好きになってくれたのは……俺が三波さんの秘密である、彼女がバーチャルＹｏｕＴｕｂｅｒの『西さい園おん寺じエミリー』の声優だと気づいて、そこから急接近できたことがきっかけ、だと思う。

　三波さん自身が俺が三波さんのバーチャルＹｏｕＴｕｂｅｒ関連の相談に乗ったりしたことで、好きになってくれたと言っていた。

　だけどそれらは、きっかけの出来事にすぎない。

　そもそも俺が女子とこんなに自然に話せるようになったのは──二科のおかげなのだと、改めて思う。

　女子に引かれない見た目になれたのは、お洒落しやれや清潔感を保つことを学べたのは、二科のおかげだ。

　付き合う前に、三波さんと遊びに出かけたとき、アドバイスをくれたのも二科だ。

　二科がいなきゃ、俺は今こうして、三波さんと付き合えていなかっただろうと思う。

　今の俺がいるのは、間ま違ちがいなく二科のおかげなんだ。




「あ、ありがとう、三波さん……」

「なんか、わたしばっかり楽しんじゃって……」

「そ、そんなことないって！　俺も楽しいよ！」

「…………。一ヶ谷先輩も、気になるアトラクションがあったら、言って下さいね」

　次にどのアトラクションに行こうか、通路の端はしに寄り立ち止まって、パンフレットを広げながら、俺たちは考える。

「……！」

　そのとき、すぐ近くにあったアトラクションが俺の目に留まる。

「あれは……」

　怪あやしげな、西洋の屋や敷しき風の建物だった。

「あ、これは、『ホラーアパート』ですね」

「『ホラーアパート』……っていうと、お化け屋敷的な？」

「はい！」

　お化け屋敷、か……。

「『ホラーアパート』、わたし好きですよ。入ってみましょうか」

「……！　三波さんって、ホラー系平気なんだ？」

「そうですね、結構大だい丈じよう夫ぶな方です」

「じゃ、じゃあ……入ってみたいな」

　確か、子供の頃ころ来たときに入った記憶はある気もするが、ほとんど覚えていない。




　入場口へ行くと、六十分待ちとのことだった。

　これでも、他の人気アトラクションと比べたらまだ短い待ち時間らしい。

　会話しながら並び、やがて俺たちの番がやってくる。




『ホラーアパート』は、普ふ通つうのお化け屋敷と違って、乗り物に乗って、建物内を巡めぐる形式のようだ。

　二人乗りの乗り物に、三波さんと横並びに座る。

　乗り物のスピードはそんなに速くなく、アトラクション内の仕し掛かけをじっくり楽しめるようになっている。

　ゴーストが住んでいるアパート、という設定らしく、西洋風の建物の中に、西洋風のゴーストの仕掛けが次々と登場した。

「ひゃあっ、ふふふ……」

　その度に、三波さんの可愛らしい悲鳴……というかもはや笑い声が、隣となりの席から聞こえてくる。

　三波さんは本当にホラーが平気なようだ。

　いや、そもそもこのアトラクションが、お化け屋敷というほど怖こわくないかもしれない。

　俺自身造形のクオリティがすごいなあと感動はするが、全く怖いとは思わないし、入場口の列に小さな子供が並んでいるのも見た。

　だけど、それでも……二科だったら、こんなんでも怖いだのなんだのギャーギャー騒さわいでいるんじゃないだろうか。

　俺と二科が入ったファンタジアランドのお化け屋敷だって、大して怖くなかったのに、面おも白しろいくらいに怖がっていたんだから。

　あいつ、あれでユーヤさんと遊園地デートとかしてお化け屋敷に入ったら、どうなっちまうんだよ。

　怖がる女の子は可愛いとかあるけど、あいつの場合それを超こえている。怖がりすぎてうるさいし、相手にドン引きされるレベルなんじゃないだろうか。




「……？　一ヶ谷先輩、楽しそうですね？」

「えっ……!?」




　気づけば、横に座る三波さんが俺の顔を見ていた。

　館内は暗いが、ところどころ明るい場所もあるので、互たがいの様子が見える。

「なんだか今、ニコニコしていたので……」

「!?　あ、あはは……た、楽しいね、このアトラクション！」

　三波さんに指し摘てきされて初めて、自分の顔がニヤついていたことに気づく。

　俺、また二科のこと思い出して……。それも、顔がニヤついてしまうなんて……。

　今日は思い出さないようにしようって思ってるのに。




　……今いま頃ごろ、二科もユーヤさんと『鬼き殺さつの刀』のコラボカフェとカラオケだ。

　一体今、どうしているんだろう。うまくやっているのだろうか。

　俺が話したとき、ユーヤさんも二科のことを気に入っているように思えた。

　つまり、二人は両思い。今日で確実に付き合うことになるだろう。

　もしもう付き合うことになっていたら、二人でカラオケに行って、今頃親密になっているのだろうか。

　それは決して悪いことではない。

　そんなこと、俺はもう考えないほうがいい。




　考えないようにしてるのに、今日だけでもう何度頭を巡ってしまったことだろう。







『ホラーアパート』を出たところで、

「あっ……」

　三波さんが突とつ然ぜん立ち止まった。

「？　ど、どうしたの？」

「あ……ごめんなさい、友達に似てる人を見つけたんですけど、人違いだったみたいで……」

「……！」

　ファンタジアランドでも、同じようなことがあったな。

　まさかこんな些さ細さいな出来事もかぶるなんて。

　といっても、ファンタジアランドでは二科の友人に実際に遭そう遇ぐうして、今は人違いだったわけだが。

「……？　い、一ヶ谷先せん輩ぱい……？」

　またもや考え事をしてしまった俺に、三波さんが不思議そうに声をかける。

「あ、ご、ごめん……。そっか、友達じゃなかったんだ。良かった、人違いで……」

「え……？　ど、どうしてですか？」

「だ、だって、もし三波さんの友達だったら、俺と三波さんが付き合ってることバレちゃうし……。からかわれたり、言いふらされたりするかもしれないし……」

「……！　別にわたし、隠かくしてないですよ。彼氏ができたこと……。機会があれば、一ヶ谷先輩のこと友達に紹しよう介かいしたいって思ってますし……」

　三波さんはキョトンとして言う。

　三波さんの言葉に、俺は驚おどろいた。

「……！　み、三波さん……」

　勝手に決めつけて、俺はなんて失礼なことを言ってしまったのだろう。

「三波さん……あ、ありがとう」

　俺のことを隠してない、紹介したいとまで言ってもらえて、本当に嬉しかった。

　俺と三波さんはどう見ても釣つり合ってないのに、そんな風に思ってくれていたなんて……。

　本当に、なんで三波さんって、こんなにいい子なんだろう。

　こんなにいい子で、綺き麗れいで、まだ高校生なのに夢に向かって頑がん張ばっていて、声優の仕事でも活かつ躍やくしていて……。

　見た目だけじゃなくて、中身でも、俺と彼女じゃまるで釣り合ってない。

　こんな子と俺が付き合えるなんて、奇き跡せき以外のなんでもない。

　なのに、それなのに……。

　俺は今日、デートにまるで集中できていない。

　あいつのことばかり考えてしまう。




『一ヶ谷に対して失礼なこと言わないで。一ヶ谷のこと、何も知らないのに』




　ファンタジアランドで、あいつは自分の友達に対してそう言って、俺を庇かばってくれた。

　あのとき、本当に救われたような気持ちになった。

　あのときだけじゃない。

　バイト先で、五ご条じようさんが陰かげで俺のことを話していたのを知ったときも、俺のことを庇って、五条さんに喧けん嘩かをふっかけた。

　五条さんに失しつ恋れんしたと感じて凹へこんでいた俺を、励はげましてくれた。

　あいつはいつだって、俺の心を救ってくれた。あいつに何度も救われたか分からない。

　あいつがいたから、今まで頑張ってこれた。

　同どう棲せい解消して、もう話せなくなってしまった今、こんなに理想的な彼女と付き合うことができて、こんなに思ってもらえているというのに、俺は……あいつのことばかり考えてしまう。

　あの日々が、どんなに幸せな日々だったかということを、失った今、初めて気づく。

　思い出すなって思えば思うほど、思い出してしまう。

　もう思い出したって無む駄だなのに。

　俺たちは別の道を歩き始めたのに。

　俺はあいつと、もう関わっちゃいけないのに。




「一ヶ谷先輩……」




　声をかけられて、ハッとする。

　三波さんが、真しん剣けんな顔で、俺を見上げていた。

「三波さ……」




「今……誰だれのこと、考えてましたか？」




「……っ！」

　三波さんは、悲しそうに少し微笑ほほえんでいた。

　誰のことって、それ……。




「今日、一ヶ谷先輩の心の中には……わたしではない、誰かがいるのではないですか？」




「……！」

　三波さん……気づいて……!?




「ごめん……！」




　俺は、その場で思い切り三波さんに頭を下げた。

　三波さんに、気づかれていた。

　三波さんにここまで言わせてしまうなんて、俺は……本当に大おお馬ば鹿か者だ。




　せめて、否定したり、嘘うそをついたりしてはいけないと思った。

　これ以上三波さんに、隠しごとをしてはいけないと思った。




「ほんっとにごめん！　俺……」




　いくら考えないように努めたって、無駄なんだ。
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　どうしてそのことに気づかなかった？

　いや、気づいてても認めようとしなかった？

　何度否定したって、考えないようにしようとしたって、もう俺の頭を支配しているのはただ一つだ。

　俺はずっと、自分の気持ちから逃にげていた。

　俺には三波さんがいるから。あいつにはユーヤさんがいて、叶かなわぬ恋こいだから。

　そう自分に言い聞かせて、いつまで逃げれば気が済むんだ。

　自分の気持ちに嘘をついて、三波さんを傷つけることになって……本当に俺は最低だ。

「三波さんの言う通り、俺……」




「二科のことが、好きなんだ」




　口にして、はっきり自覚する。

　俺は、二科心こころが──好きなんだと。




　一いつ緒しよに暮らして、そばにいて、共に頑張ってきて。

　あいつに何度も救われるうちに、あいつの強さに、優しさに……惹ひかれていた。




「ふっ……」




　三波さんが、また少し悲しげに笑った。

「やっぱり、そうですよね……。付き合ってから……いえ、付き合う前から……少し、そんな気がしていたんです」

「み、三波さん……！」

　付き合う前から……？

　俺はいつ自分が二科のことを好きになったのか、自分で分かっていない。

　三波さんのことを好きだって思ったことも、確かだ。

　だけど……二科の恋れん愛あい対象には俺がいないから。そういう前提があったから、俺も二科のことをそういう風に思ってはいけないと、そういう気持ちがずっとあったのも確かだ。

　二科が本当にユーヤさんと付き合うのかもしれないと知ったとき、胸がざわざわした。考えないようにしたけど、あのときから……俺は、二科のことが気になっていたのかもしれない。




「わたし、一ヶ谷先輩のこと……大好きでしたよ。付き合う前も、付き合ってからも……」




「……っ！」

　三波さんの言葉が、胸に突つき刺ささる。

　三波さんは笑顔で話し続ける。

「だから、正直……ずっと不安でした。一ヶ谷先輩の気持ちが、わたしにないんじゃないかって」

「え……!?　それって……」

「今こんなこと言っても、ずるいとは分かってるんですけど……わたしはもっと、一ヶ谷先輩とデートしたり、電話したり……したかったです。でも、一ヶ谷先輩はそうじゃないのかもしれないなって、なんとなく分かってて……。だから、あんまりわたしから誘さそうこともできなくて……」

「……！」

　そんな風に、思ってくれていたのか……。

　前に電話で、『わたしたちって、付き合う前とあんまり変わらないですよね……』って言っていたのは、そういうことだったのか……？

　三波さんの方は、もっと、俺と距きよ離りを縮めたいって、思ってくれていたのか……。







「わたしの方がすごく好きで、一ヶ谷先せん輩ぱいの気持ちとはなんだか釣り合ってないなって……思ってました」




　付き合ってから俺は、ずっと三波さんを不安にさせていたんだ……。

「ごめん、俺……三波さんのこと、ずっと傷つけて……」

「あ、謝らないで下さい！　一ヶ谷先輩と過ごした時間、全部幸せでしたから。わたしが、一ヶ谷先輩の気持ちを、二科先輩よりもわたしに向けさせられなかったことが……悪いんです。二科先輩の魅み力りよくには、敵かないませんでしたね」

　三波さんは苦笑して言う。

　振ふった俺に、ここまで気を遣つかってくれるなんて……本当に、どこまでいい子なんだよ。

「……っ！　そ、そんなことないから！　三波さんは、本当に人としても女性としても何もかも完かん璧ぺきで、魅力的で、いつも俺なんかには勿もつ体たいないって思ってて……」

「……その言葉をもらえただけで、十分嬉うれしいです」




「一ヶ谷先輩、今まで……ありがとうございました。二科先輩と、幸せになって下さい。今わたしは心から、一ヶ谷先輩が一番好きな人と幸せになって欲しいって、思うから……」




　俺は気づけば、目め頭がしらが熱くなって、涙なみだを零こぼしていた。

　こんなにいい子を振ってしまうなんて、俺は世界一の大馬鹿者かもしれない。




「ありがとう、三波さん……！　本当に、ごめん、何もかも……」




　三波さんに言いたいことはたくさんあった。俺だって三波さんと知り合えて、仲良くなれて楽しかった。幸せだった。

　これからも声優の仕事、応おう援えんさせて欲しい。

　だけど、今の俺にはどれも、言う資格なんてないと思った。

　俺が今彼女にできることは、謝ることだけだ。




「いつか、一ヶ谷先輩が、勿体ないことしちゃったかな～、なんて思うくらい、わたし、声優として成功してみせますから！　だから……わたしの活かつ躍やく、これからもちゃんと見てて下さいねっ！」




「三波さん……っ」

　三波さんはとびきりの笑顔で俺に笑いかける。

　そしてその言葉を最後に、俺に背中を向けた。

　最後に見た三波さんの瞳ひとみは、涙が零れそうだった。

　泣き顔を俺に見せないようにしてくれたのだと分かる。

　三波さんは俺に背を向けたまま、走り出した。

「み……っ」

　呼び止めようとして、やめた。

　ここで三波さんを呼び止める権利なんて、俺にはないと思った。

　三波さんは最後まで俺に笑顔を見せてくれた。俺に罪悪感を抱いだかせないために。

　どうして、最後までこんなにいい子なんだよ？

　どうして俺なんかのために、そこまで気を遣ってくれるんだよ？




　傷つけてしまってごめん。

　幸せにできなくてごめん。

　俺なんかのことを、本当に好きになってくれて……ありがとう。








９









　少しの間、俺はディスティニーランドで一人立ち尽つくしていた。

　周囲には楽しそうなカップルや、友達グループが歩いている。

　俺たちだって、あんな風になれたはずだった。

　それなのに……三み波なみさんをたった一人で、この夢の国から帰してしまった。

　今いま頃ごろ彼女は、泣いているだろうか。

　彼女のことを思うと、また涙が溢あふれそうになる。




　時刻は夕方の六時を回っていた。

　一人でこのテーマパークにいても仕方がないので、俺も帰宅することにする。




　ディスティニーランドを後にして、帰りの電車の中で、今日のことに思いを巡めぐらせる。

　今俺にできることは、すべきことは、ただ一つ。




　二に科しなに、この思いを伝えること。




　三波さんは俺に、二科と幸せになって欲しいと言ってくれた。

　それは叶かなうことはないだろう。

　あいつはユーヤさんのことが好きで、ユーヤさんもあいつのことを気に入っていることは間ま違ちがいない。

　きっと今頃……付き合うことになっているだろう。

　俺から見て、あの二人がくっつくのは時間の問題だった。

　俺もそれを応おう援えんしているはずだった。

　今頃俺なんかが二科に思いを伝えたって、振られるだけだ。それどころか、二科にとっては迷めい惑わくなだけだ。

　だけど、それでも……俺は、二科にこの思いを伝えなければならない。




『二科先せん輩ぱいと、幸せになって下さい。今わたしは心から、一いちヶが谷や先輩が一番好きな人と幸せになって欲しいって、思うから……』




　三波さんが、ああ言ってくれたから。

　たとえ叶うことはなくても、叶えるための努力は、絶対にするべきだ。




　とりあえず、二科に連れん絡らくしてみようと思い、スマホを出す。




『お疲つかれ。ユーヤさんとうまくいったのか？　話したいことがあるんだけど、いいかな？　学校でも、どこでもいいんだけど……』




　きっと今はユーヤさんとのデート中だろうから、俺からのラインなんて見ている暇ひまないだろう。

　そう思ったのだが、意外にもすぐに既き読どくになった。その上、返信まですぐに来た。




『二科心こころ：ちょうど良かった。私も、あんたに話したいことあったから。放課後だったら、大体大だい丈じよう夫ぶ』




　二科が、俺に話……!?

　胸がうずく。

　このタイミングで、俺に話って、もしかして……ユーヤさんと付き合うことになった、とか、そういうことか？

　あいつは変なところ律りち儀ぎだ。ユーヤさんと仲良くなれたのは俺のおかげ、なんて言ってくれた。だから、俺には報告する義務がある、なんて思っているのかもしれない。

　それも、ラインでは特に言げん及きゆうせず、直接話そうとしているのだろうか。

　二科の返信に驚きつつも、明日の放課後、二科と話す約束を取り付けた。

　二科の教室の前で待ち合わせをして、それから移動することにしよう。




　誰だれかに告白するのは、当然ながら生まれて初めてだ。

　どこで、なんて言って伝えたらいいのだろう。

　好きだなんて伝えたところで、もうユーヤさんがいるあいつにとっては、だから何？　って話しだろう。

『お前にはユーヤさんがいることは知っているから、好きだって気持ちだけでも伝えたかった』……伝えるなら、こんな告白がちょうどいいのだろうか。

　だけど──俺は、それでいいのか？

　俺は二科とどうなりたいんだ？　思いを伝えたら、それで満足なのか？

　そんなわけない。

　俺は、俺の気持ちは……。

　二科に、ユーヤさんと付き合って欲しくない。

　応援してきたくせに、こんなことを言う資格はないけど。




　俺自身が、自分の手で、二科を幸せにしたい。

　これから先の未来を、二科と共にしたい。

　協力者としてではなく、恋こい人びととして……。




　もう自分の気持ちに嘘うそをつくことはやめる。

　二科には、今の俺の本当の気持ちを伝えよう。

　その上で、二科からどんな返事が来ても、覚かく悟ごしておかなければ。







　俺は、バカなのかもしれない。

　ゆめさんに、五ご条じようさん、三波さん──。

　あんなに可愛い子たちからの思いを、全て無下にした。

　俺には勿もつ体たいない子ばかりだと思う。

　あんなに可愛い子たちが、俺なんかのことを思ってくれていた、って……本当に、何度も、何かの間違いなんじゃないかと思う。

　こんなこと、もう二度とないんじゃないだろうか。

　十六年間一度もモテることなく生きてきた俺が……。

　どれも、夢のような出来事に思えてくる。

　これから先、また何事もなかったかのように、モテない、女の子と関わることもできない日々がやってくるのかもしれない。




　だけど、俺は……。

　そんな彼女たちの思いに応こたえられなかった。

　これから、たった一人に振ふられるために。

　このことを後こう悔かいするときが来るのかもしれない。

　あのとき誰かの思いに応えていれば、幸せになれていたと。

　未来の俺は、一人で、誰からも相手にされなくなって、過去を嘆なげいているのかもしれない。




　それでも俺は……もう今の自分の気持ちに、嘘をつくことなどできない。




　　　　＊＊＊




「あ……」

　翌日。

　俺は二科の教室の入り口の前で、二科が出てくるのを待っていた。

　ホームルームが終わった二科が、教室の扉とびらから出てくる。

　珍めずらしく、一人だった。俺の顔を見て、立ち止まる。

「えっと、じゃあ……どこで話す？　今日は……廊ろう下かとかじゃなくて、あんまり人がいないところで話したいんだけど」

　二科は、俺から目を逸そらして言う。

「あ、ああ……じゃあ、屋上で……どうかな？」

　俺も人がいないところがいいと思っていたので、ちょうど良かった。

　俺と二科は、屋上へと向かう。

　その間、互たがいに何も話さなかった。




　屋上は立ち入り禁止になっているが、扉の鍵かぎは開いており、自由に出入りできるようになっていた。




　今日どうやって二科に思いを伝えるかは、考えてあった。何度か頭の中で予行練習していた。

　だけど、いざこうして本人を前にすると、逃にげ出したくなってくる。

　振られるのが分かっているのに、思いを伝えるなんて……正直、怖こわい。

　これで本当に、二科との仲は気まずくなってしまうだろう。

　ただでさえ、距きよ離りをとられていたというのに。もう二度と話せなくなってしまうかもしれない。




　俺に思いを伝えてくれた、彼女たちのことを思い出す。

　こんなにも勇気が要いることを、彼女たちは俺にしてくれたんだ。

　その思いを、俺は無下にしてしまったんだ。




「一ヶ谷、話しだけど……」




　屋上に着いて、二科が口を開く。

　俺は今日、二科からユーヤさんと付き合うことになったという報告を聞く前に、自分の思いを伝えようと思っていた。

　報告を聞いた後では、絶対により告白しづらい空気になると思ったからだ。結局告白できずに終わるということだけは、絶対に避さけたい。




「あの……俺の話しから、先にしてもいいか？」




「……っ！　え……？　う、うん……」

　俺の言葉に、二科は驚いていた。

　小さく深呼吸をする。

　手が震ふるえている。

　今言わなきゃ、一生後悔する。

「お前は今、多分……ユーヤさんと付き合うことになったんだと思う。だから、俺にこんなこと言われても困るだろうし、迷めい惑わくだって分かってるけど……」

　息を吸って、覚悟を決めた。




「俺は、お前が……二科心が、好きだ。大好きだ。お前がユーヤさんと付き合ってるとしても、この気持ちを抑おさえることができなかった」




「え……。……」

　二科が驚いた様子で、何か言おうとするのを遮さえぎって。




「ユーヤさんとの仲を応おう援えんしてきたのに……今から俺は、めちゃくちゃ勝手なことを言う。ユーヤさんと、別れて欲しい。お、俺と、付き合って欲しい。俺はこれからの未来を……二科と一いつ緒しよに過ごしたい。これから先に一緒にいるのは、二科以外に考えられないから……。俺にとっての、理想のオタク彼女は、二科なんだって、気づいたから。だから、俺の、本当の……彼女になって欲しい」




　全然想像通りになんかできなかった。

　声は震えているし、二科の顔だって、途と中ちゆうから見れなくなってしまった。

　なんて情けない愛の告白なんだろう。

　だけど……言いたいことは全部、言い切った。

　俺が伝えたかったことは、これが全てだ。




　俺の理想のタイプとは、まるで違ちがう。

　オタクで、オタクの話ができるとか、見た目は可愛いとか、そういうところは合っているが、腐ふ女じよ子しだし、我が儘ままだし、生意気でうるさいし、見た目だって俺の好きな清せい楚そ系ではなく、ド派手だ。




　だけど、それでも──二科が間違いなく、俺の中でただ一人、一番の、理想のオタク彼女なのだ。

　こんなにも好きになれる相手は、二科以外にいないのだ。




「え……？　ちょ、何言って……」

　二科は俺の言葉に、驚いて俺の顔を見た。

　二科は俺に告白されるとは思っていなかったようだ。

「だってあんた、三波さんは……!?」

「……この間、別れた」

「えぇ……!?」

　二科は俺の言葉に更さらに衝しよう撃げきを受けている。

　それから、俯うつむいて何も喋しやべらなくなる。

　俺の告白は、二科を困らせた。

　きっと、なんて言って告白を断るべきか、悩なやんでいるのだろう。

　そう思うと、再びこの場から逃げ出したい気持ちになる。

　だけど、ここで逃げ出したりなんかしたら、折角勇気を出したというのに、全てが台無しだ。

　意地でも、返事を聞かなければならないと思った。




「あの……私、ユーヤさんと付き合ってないから」




「え……!?」

　やっと二科の口から出てきた言葉に、俺は驚いた。

　俺の早とちりだったのか……。

「この間、デートに行った日……告白ってわけじゃないけど、ユーヤさんに、これからも仲良くしてもらいたいって言ってもらった。私も、ユーヤさんと付き合おうと思ってた。ユーヤさんは私にとって理想の人だし、実際話してみてもすごくいい人だったし、それに……」




「あんたには、三波さんっていう彼女ができたから」




　二科の言葉に、俺は耳を疑う。

　俺に、彼女ができたから……？

　それが、ユーヤさんと付き合おうと思ってた理由……？

　それって……。

「もっと早く自分の気持ちに気づいてれば、って、後悔した。あんたが三波さんと付き合ったって聞いて、すごくショックで……それで初めて、私はあんたのことが好きだったって、気づいた」

「…………」

　二科が、俺のことが好きだった……？

「あんたには彼女ができたんだから、私は諦あきらめなきゃって。三波さんのことだって大好きだし、私が三波さんに勝てるはずないし、諦めようって。二人には幸せになって欲しいって思った。ユーヤさんと付き合ったら忘れられるかなって思った。だけど……そんな私に対して、あんたはことごとく優しくて……。あんたのこと諦めようって思ってるのに、お母さんの前でも私のこと庇かばってくれて、嬉うれしいことを言ってくれて……それで、やっぱり諦めきれなくなっちゃって……」

「に、二科……」

　俺は今、夢でも見ているのだろうか。

　二科の口からは、信じられない言葉が続いている。

「だから、私から近づいたのに、本当に申し訳ないけど……ユーヤさんには、後からラインで、もう会うことができなくなってしまった、ごめんなさい、って送った。ユーヤさんに理由を聞かれたから、他に好きな人ができたからって伝えた」




「あんたが三波さんと付き合ってるって分かってても、今いま更さら最低だけど、思いだけでも伝えたかった。今日は、一ヶ谷に……好きって伝えたかった。三波さんが、一ヶ谷にとって理想の彼女だって分かってるけど、それでも……三波さんに負けないくらい、理想のオタク彼女になるから……だから、私のことも、女の子として見て欲しいって、伝えるつもりだった……！」




　二科が、俺のことを好きだったって……？

　今日はそのことを伝えようとしていた、って……？

　二科は必死な様子で、俺に伝えた。

　俺をからかっているとか、そういうんじゃないってことは分かる。

　何もかもが信じられない。

　こんな幸せなことが、あっていいのか？




「う、う……嘘うそ、だろ……？」




　気づけば俺は、腰こしが抜ぬけて、その場にへたり込んでしまった。

　我ながらめちゃくちゃ情けない。こんな俺を、二科は本当に好きだというのか？

「ほ、本当にいいのかよ？　ユーヤさんじゃなくて、俺で……？」

　二科は、目に涙なみだを溜ためていた。




「だからもう、何度言わせるつもりなの!?　私だって分かんないよ！　なんであんたのことがこんなに好きなのか……。あんたが他の女の子と幸せになるのが、こんなに辛つらいのか……。だけど……」







「いつの間にか、あんたは……私にとっての、理想のオタク彼氏だったから」







　二科の言葉は、俺にとって、史上最高の愛の告白だった。
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　　　　＊　＊　＊




『ピンポーン』




　聞き慣れた自宅のインターフォンの音に、心臓が跳はね上がる。




　今日は日曜日。

　約束の時間である昼の十二時ぴったり。

　準備が完かん了りようしてソファーに座って待ち侘わびていた俺は、慌あわてて立ち上がり、玄げん関かんへ向かった。

「よ、よお……」




「お、お邪じや魔まします……」




　そこには、私服姿の二科が立っていた。

　見覚えのある、いつぞやに俺と買い物に行ったときに買った、オタサーの姫ひめ的ワンピースを着ていた。

　こいつ、わざわざ俺の好みに合わせて……？

　俺はもう、二科が自分の好きな服を着ていれば、それが一番だと思うのだが、俺の好みに合わせてくれたんだとしたら、その気持ちがめちゃくちゃ嬉しい。

「まだ一ヶ月も経たってないのか～。なんかすっごい久しぶりな感じする……」

　二科は玄関を上がって、数週間ぶりにやってきた俺の家の中をキョロキョロと見み渡わたした。

「へー。ちゃんと綺き麗れいにしてるじゃん」

「最近は、な」

「え？　一時期汚きたなかったの？」

　二科が出て行ってからは、掃そう除じする意義も感じなくなって、生活に困らない程度の掃除、片付けしかしていなかった。

　それが、二科が家に来ることになって、慌てて家全体を大掃除したのだ。

　二科をリビングのソファーに座らせ、お茶を出した。俺も二科の隣となりに座る。

「親おや御ごさん、うちに来るの許してくれたのか……？」

「うん。まあお母さんにもお父さんにもめっちゃ怒おこられたけど、本当に付き合うことになった今となっては、二人とも喜んでるよ。騙だましてたことに関しては怒られたけど、私の意思無視して無理やり海外に連れて行こうとしたことも悪かったって言ってくれてるし。一ヶ谷は本当に善意で家に置いてくれただけで、その……やましいことも一切なかったってちゃんと言ってあるから、一ヶ谷に対しては二人とも、ひたすら感謝してるし、変わらず気に入ってるみたいだから。今日も、とっ……泊とまりさえしないで、何も……その、変なことしなければいいって、言われてるし……」

「……っ！」

　へ、変なこと、って……。

　二人きりのこの家で、いきなりそういうこと言うなよ！　嫌いやでも意識しちまうじゃねえか！

　ただでさえ、付き合ってから初めて、俺の家で二人きりになって、さっきから動どう悸きが止まらないのだ。

　同どう棲せいしていたときとは、わけが違ちがう。あのときは、俺たちは恋れん愛あい関係になかったんだから。

「な、なら、いいけどさ……。あ……そういえば」

　親御さんの話で思い出した。ずっと、二科に聞いてみたいと思っていたことがあったんだ。

「やっぱり、俺たちのことバラしたとき、めっちゃ怒られたんだな……？　うちに二科のお母さんが泊まりに来たとき、二科が俺たちのことバラして、二人で二科の部屋に移動したけど、あの後すげえ怒られたのか？」




「ああ、あのときは……まあ、怒られたんだけど、その……実はあのとき、私は本当に一ヶ谷を好きになっちゃったんだけど、一ヶ谷の気持ちは私にないから、って話したんだよね。だから、怒られもしたけど、最後はお母さん、私のこと抱だきしめて慰なぐさめてくれたよ」




「え……!?」

　少し恥はずかしそうに言う二科の言葉に、衝しよう撃げきを受ける。

「あの日、お母さんには、私が一ヶ谷のこと好きだってバレちゃってたみたいだから、そこはもう嘘をついても意味がないなって思って、正直に話したんだ」

「え、え……!?」

　二科が、俺のことを好きになった、って……？

　確かにあの日、ファンタジアランドで、二科が俺を庇ってくれた様子を見て、二科のお母さんは、二科が俺のことを好きだってことは分かった、なんて言っていた。

　つまり、あれは、二科にとって本当のことだった、ってことなのか……!?

　もうあのとき、二科は俺のことが好きだって自覚してくれていた、っていうことなのか……？

　全然そんな風に思っていなかった……。

「マジ、かよ……」

　嬉しさと驚おどろきが隠かくしきれない。

「私が心変わりしたことにする、って言ったのに、勝手に変えちゃってごめん。あのとき、私の趣しゆ味みを認めてくれたお母さんに、嘘をつき続けるのが辛くなっちゃって……」

「ああ、そうだったのか……」

「今はもう、一ヶ谷は私のことを好きになってくれてるから安心して、って言ってあるから。お父さんも、一ヶ谷とご飯に行きたいって言ってたよ。あと、高校卒業したら本当にマンション買ってくれようとしてて、一ヶ谷と私と四人で見学に行きたいから、一ヶ谷の空いてる日教えてって言われてる」

「マ、マジで……!?　さすがにそれは悪いし……っていうか、うちの親にも話さなきゃいけないから、そう簡単に決められることじゃないんだけど……」

「とりあえず、見学にだけでも一いつ緒しよに来てよ。色んな物件の間取り図めっちゃ見せてくるんだもん」

　相変わらず、ぶっ飛んだ両親だ。

「両親だけじゃなくて私も、さ……協力し合うため、じゃなくて、今度はちゃんと……こ、恋こい人びと同士として……同棲、したいから」

「……っ！」

　恋人同士として、同棲……。

　二科の発言に、二科のことが愛いとしくてたまらない気持ちと、気き恥はずかしさとで胸がいっぱいになる。

　高校を卒業したら、二科と恋人同士として同棲、か……。

「そ、そうだな……」

　前に同棲していたときとはわけが違う。

　想像しただけで期待で胸が高鳴って、口元が緩ゆるむ。




「ところで、さ……」




　積もる話もあったが、俺はもう一つ気になっていることを思い出す。




「今日、初めてのデートなんだけど……場所、本当にうちで良かったのかよ……？　ちょっと前まで住んでた場所なんだから、全然デートって感じしないだろ」




　そう。今日は、俺と二科が付き合うことになって、初めてのデートの日だった。

　俺が二科に初デートで行きたいところを尋たずねたところ、返ってきた答えが……まさかの『俺の家』。

　こんなの、デートって言えるのだろうか？

「立派なデートでしょ！　あんたの家出て行ってから、なんか無む性しように恋しくなったっていうか……また行ってみたくなったの！　それにほら、ニントンデーツイッチの新作ソフト持ってきたよ！　対戦しよ！」

「え、これ買ったんだ!?　俺も買いたいと思ってたんだよな～！」

　二科が鞄かばんから出したソフトを見て、思わずテンションが上がってしまう。

　二科の手から、ソフトを受け取ったとき、偶ぐう然ぜん手が触ふれてしまう。

　こんな些さ細さいなことに、ドキッとしてしまった。

「…………」

「ねえ、一ヶ谷……」

「え……？」

　突とつ然ぜん二科の声こわ色いろが変わって、俺は二科の顔を見る。

「これじゃ、一緒に住んでたときと、全然変わんないじゃん」

「……!?」

　二科はずいっと俺に顔を近づけてきた。

　その顔は、いつの間にか真っ赤になっている。

「え、え……」

　それって、どういう……。

「分かってんの？　今日は初デート、なんだよ？」

「……！」

「恋人らしいこと……まだうちら、全然してないんだけど……？」

　ここまで言われたら、鈍どん感かんな俺でも分かる。

　二科の言葉に、自分が耳まで熱くなっているのが分かった。

　女子側に、ここまで言わせてしまうなんて……。

「に、二科……」

　俺は、改めて名前を呼ぶ。

「これからは、改めて……『彼氏』として、宜よろしくな」

　それは、俺が二科に伝えたいと思っていた言葉だった。

「……！　うん……。こちらこそ、末永く宜しく」

　真っ赤な顔のまま笑顔になった二科。

　俺は二科の両手を握にぎった。

　二科はその様子を見て──何かを察して、ゆっくりと目をつむった。




　俺は、その小さな唇くちびるに、そっとキスをする。
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エピローグ









「ちょっと一いちヶが谷やぁ!?　いつまで寝ねてんの!?」

「んあっ……!?」

　布ふ団とんを剥はがされて、目を覚ます。

　目の前には、部屋着姿の美少女──俺の彼女の二に科しな心こころが、俺を見下ろしていた。

「もうお昼過ぎだよ!?」

「あぁ……最近レポートの締しめ切りに追われて寝不足だったからさ……」

「今日が何の日か分かってんの!?」

「……！　ああ、勿もち論ろん！」




　リビングに行くと、二科が作ってくれた朝食（兼けん昼食）が準備されていた。

「待ち合わせに遅おくれるわけにいかないから、三十分後には絶対出るからね！」

「わ、分かってるって！　朝飯サンキューな！　いただきまーす！」

　急いで朝食を食べ、髪かみ型がたを整えて、出かける準備をして、二科と一いつ緒しよに家を出た。




　待ち合わせ場所である青あお海み駅で降りて、改札を出たところに、彩いろ葉はさん、水み琴ことさんの姿を見つけた。

「お待たせ～！」

「お、お待たせしました！」

「はーとさん、一ヶ谷君、久しぶりだな」

「はーと先せん輩ぱいとイッチー先輩、もうすっかり夫婦みたいっすねー？」

　彩葉さんと水琴さんと会うのは、数ヶ月ぶりだった。

「ふ、夫婦!?」

　彩葉さんの言葉に二科が動どう揺ようする。

「一緒に暮らし始めて、何年目でしたっけ？」

「いや、まだそんな……一年くらいしか経たってないから！」




　俺と二科は、高校卒業後、二科の両親の後押しにより、俺の両親にも許可を得て、同どう棲せいを始めた。

　もうすぐ、同棲を始めて一年が経つ。

「確か高校卒業後即そく同棲、だったな？　イマドキの若者は性が乱れているな……」

「なっ!?　み、水琴さん、言い方！」

　水琴さんの発言に思わず突つっ込む。

　このメンバーで話していると、まるで昔に戻もどったみたいな気持ちになる。

　少しの間働いただけの短期バイトだったが、こんなに長く付き合える友達ができて良かったと、改めて思う。




　話しながら、俺たちは駅から目的地へ向かって歩き出した。

「にしても、オタクイベント以外でこのメンツでお台だい場ば来るなんて、なんか不思議な感じっすよね～」

「コスプレイベントとか、夏コミとか、そういうイベントでは何度か来たもんね！」




「まさか、あの『エレーナ』が、イッチー先輩とはーと先輩の学校の友達だったなんて……」




『エレーナ』……それは、三み波なみさんの声優としての愛あい称しようだった。

「そのおかげでチケットもらえて、めちゃくちゃ感謝っすよ～！」

　今日は、三波さんの、声優アーティストとして初めてのソロのライブイベントに、四人で向かっていた。

　三波さんは今や、声優としてもメインで活かつ躍やくするようになり、アーティストとしても、先日デビューアルバムを発表し、ソロでライブイベントをするくらいにビッグになっていた。

　ＶＴｕｂｅｒ西さい園おん寺じエミリーとして活躍し、チャンネル登録者数三百万人を突とつ破ぱするなどの一方で、相乗効果で、声優としても少しずつ大きな役を演じるようになっていき、アイドルアニメ作品などでその高い歌唱力を披ひ露ろうすることも増えていき、ついには本人名義でソロデビューするほどになったのだ。

　エミリーの人気や、本人のビジュアルの良さなどもあったが、一番は本人の実力によるところが大きいと思う。

　それは、あれから欠かさず三波さんの出演作を追いかけてきた俺だから、自信を持って言える。




　　　　＊　＊　＊




　会場入りして、それぞれの座席で話しながらライブの開始を待つ。

　やがて会場内の照明が落ちた。

　もうすぐ始まるという合図に、雄お叫たけびや黄色い悲鳴が上がる。

　そしてすぐに、三波さん本人が姿を現すと、会場内に歓声が響ひびき渡わたる。それらの声を聞いて、男女どちらともに支持されているのだと分かった。

　こんなにたくさんの人が三波さんの歌を聴ききに来たんだ、こんなにたくさんの人に愛されているのだと、改めて思う。

　一曲目は、三波さんがヒロインの声優とＯＰ曲の歌唱を務める今放映中のアニメのＯＰ曲だった。格好いいロックに、三波さんの美しい歌声が響く。

　身内の欲よく目めなどではなく、鳥とり肌はだが立つくらいに素晴らしい歌声だった。

　ステージ上の三波さんは、俺たちの位置からだと小さくしか見えないが、それでも、本当に美しかった。




　あの、今ステージの上で輝かがやいている『エレーナ』……いや、三波さんと……一いつ瞬しゆんでも付き合っていたなんて、今となっては信じられない。




　今やスターとなった三波さんの過去のゴシップは、絶対に外部に漏もれてはいけないと思っていた。だから俺は、あの三波依え怜れ菜なと付き合っていたことを、ＳＮＳなどのネット上に書き込まないことは勿論、二科とあい以外には誰だれにも言っていないし、二人にも絶対に漏らさないよう伝えてあった。

　三波さんに動画などの感想をラインで送ることも、今は一切していない。

　女性声優にとって、男性関係のゴシップは致ち命めい的てきだと理解しているからだ。

　たまに三波さんが二科の招待でうちへ遊びに来ることはあれど、個人的な繋つながりは一切ない。

　俺は声優、三波依怜菜のファンだ。だからこそ、絶対に彼女の活躍を邪じや魔ましたりなんかしたくない。

　これからも一ファンとして、三波依怜菜の活躍を見守り続けたいと思っている。







「三波さん、めっちゃ格好良かった～！　ああいう姿見ると、あんなにすごい子と友達だなんて、ほんと信じらんない……」

　帰りの電車で、二科が興奮気味に今日の感想を語る。

「ああ、本当に……その通りだな」




「……実はちょっと、後こう悔かいしたりしてる？」




「え？」

　二科の言葉がどういうことか分からず、二科の顔を見た。

「だからー、三波さんと別れたこと！　あんなに素敵な子と別れちゃったなんてー、って」

「……！」

　二科の奴やつ、何を言い出すかと思えば……。

　冗じよう談だんなのか、本気なのか、イマイチよく分からない。

　顔を見れば、俺の反応を窺うかがうように、俺の顔を見ていた。

「後悔はしてないよ」

　俺は自分の気持ちを正直に答えた。

　そんな発言が出てくるということは、二科は少なからず不安になったのかもしれない、と思ったから。




「前にも言った通り、俺にとっての理想のオタク彼女は……二科、お前一人だ」




「……!?」

　俺の言葉に、二科は一瞬で耳まで赤くなった。

「バッ……あんた、こんなところで……な、何言ってんの!?」

「聞いてきたのはお前だろ」

「そうだけど……っ」

　二科は、赤面したまま俯うつむいて、暫しばらく黙だまってから、

「まさかそんなこと言われると思ってなかったから、びっくりして……」




「あ……ありがと、一ヶ谷」




　真っ赤な顔で、小さな声で、俺に礼を言った。







　他の誰かとの幸せを願うなんて、もうまっぴらだ。

　俺がこの手で、絶対に幸せにすると決めた。

　この先ずっと──。








あとがき









　お久しぶりです、著者の村むら上かみ凛りんです。

　不安になるニュースが多い今日この頃ごろですが、読者の皆みな様さま、いかがお過ごしでしょうか。

　元気に過ごされているといいのですが……。




　そしてこの度たびは、『同どう棲せいから始まるオタク彼女の作りかた』五巻をお読み頂き、誠まことにありがとうございます！

　ついに、この巻でこの作品は最終巻を迎むかえました。

　最後までお付き合い下さいました皆様、誠にありがとうございました！

　今回は本編のページ数の問題で、九ページほどあとがきを書かなければならないため、少々長くなりますが、お付き合い頂けますと幸いです。




　私のデビュー作は、『おまえをオタクにしてやるから、俺をリア充じゆうにしてくれ！』（通つう称しよう・オタリア）という作品になるのですが、今回の作品は、当時担当編集を務めて下さっていた編集者様に、「『オタリア』の要素も取り入れつつ、同棲や、オタクの彼女を作る方法など、面おも白しろい要素を新たに取り入れて、新作を書いてみませんか」という素す晴ばらしいご提案をして頂き、そこから誕生致いたしました。

　自分自身、オタクな恋こい人びとを作る方法など調べていたこともありましたし、友人でオタク趣しゆ味み同士のカップルや夫婦なども多いため、そういった話を生かすこともできると思い、喜んでお受け致しました。

　自分の体験談や、周りの友人の体験談など、楽しく盛り込むことができたのではないかと思っています。

　実際、初期の景かげ虎とらのように、オタクな恋人が欲ほしい！　と思いつつも何もせずにいるよりも、友人（景虎の場合、心こころ）と共にオタクな出会いがある場所へどんどん積極的に足を運んだ方が、理想のオタクな恋人ができる可能性がグッと上がると思います！

　とはいえ、実際出会いの場に足を運んでも、自分の場合、一いつ緒しよに行った友人には恋人ができましたが、自分自身には特にいいことはなかったため、足を運べばそれでいいというわけではない、という証明になってしまったのですが…………。

　中学生、高校生、大学生の皆さんは、まだ学校やサークル、バイトなどで出会いがあると思いますので、恋人が欲しい方は、今のうちに頑がん張ばってみて下さい！　社会人になると、出会いがなくなってしまうことも多いです（体験談）。

　そして社会人の方。

　同年代の未み婚こん者の異性が多い職場だったらまだしも、そうでない場合、本当に出会いがないですよね……。

　もしオタクな恋人が欲しい、と思っていらっしゃる読者様がいらっしゃったら、この作品の中で景虎が赴おもむいた出会いの場所やツールが、少しでも参考になれば幸いです。

　最終巻なので、実体験、友人知人の話などを総合して、オタク彼女ができるかもしれない場所、ツールをご紹しよう介かいさせて頂きます！




【オタクオフ会】

　ＳＮＳのコミュニティなどで主しゆ催さいされている、オタクのためのオフ会です。景虎と心も一巻で行きましたね。

　友人で、オタクオフ会で恋人ができた、という人が何人もいます！　また、親しい人ではありませんが、オタクオフ会で出会って結けつ婚こんした、という話しも聞いたことがあります。

　オタク友達から始まることができるため、とてもオススメです！




【オタク街コン】

　最近増えているようです。コミックマーケットの開かい催さい時に、コミケ後に行けるように近きん隣りんの店数軒けんで行われていたことがあり、友人と行ってみたことがあります。

　ちゃんとした（？）オタクの方もいれば、本当にオタクか!?　みたいな方も紛まぎれ込んでいたりしました。一人の方とお話しできる時間が短いため、あまり親しくなれないまま終わってしまいました（これは街コン全体に言えることかもしれませんが）。

　ただ、街コンで出会って付き合った、という友人もいるので、自分が上手うまくやれなかっただけかもしれません……（絶望）。




【ネットゲーム】

　これは出会いの場ではありませんが、ネトゲで出会って結婚した、というご夫婦が自分の周りに二組おりますので一応入れてみました。

　ここで挙げておいてアレですが、出会い目的にネトゲを始めることは良くありません（そのような方はいないと思いますが！）。二組とも、純じゆん粋すいにネトゲを楽しんでいたら、オフ会などで直接会ったりして、たまたま仲良くなり、友人になり、恋人になり、結婚に至った、という感じのようです。




【マッチングアプリ】

　昨今のマッチングアプリでは、同じ趣味の人同士がマッチングできるシステムなどもあるようです。そのため、オタク趣味の人同士が出会うことも十分可能みたいです。

　正直、面めん倒どうくさいとか、最悪な目に遭あった！　という話しも結構聞きます。一方で、マッチングアプリで恋人ができた、という話しも聞きますし、結婚に至った話しも二組ほど聞きました。

　その出会いに依よる、というところが大きいと思います。




【ＳＮＳでチケット譲じよう渡と】

　なんのことだ？　と思うかもしれませんが、これで結婚したご夫婦もこれまた二組知っているんですよね（笑）。好きなアーティストのライブのチケットが余ってしまい、ＳＮＳで同行者を募ぼ集しゆうして、連れん絡らくが来た希望者に、ライブ当日チケットを譲渡し、一緒にライブ観戦をして、そのまま仲良くなって……というパターンです。

　そんな出会い方で恋人になることあるの!?　と驚おどろいたのですが、実際あるみたいですね。好きなアーティストが同じだから仲良くなりやすい、ということも大きいのかもしれません。

　好きなアーティスト（もしくは声優、アイドル）が同じ人と付き合いたい！　という方には夢のある話しだとは思うのですが、こちらもあくまで偶ぐう然ぜん出会いに繋つながっただけなので、出会い目的でＳＮＳでチケット譲渡するのは良くないですね（笑）。また、チケット譲渡が禁止されているライブもありますので、ご注意下さい。




【出会いのパーティー】

　調べると、毎日ありとあらゆる出会いのパーティーが行われております。友人が、ハロウィンの仮装パーティーで出会った人と仲良くなり、付き合うことになり、結婚にまで至りました。そのパーティーでは互たがいにオタクであることを知らなかったのですが、仲良くなってから互いにアニメやゲームが趣味であることが分かり、今では一緒にオタク趣味を楽しんでいるようです。

　オタクとの出会いの場でなくても、出会って仲良くなってみたらオタクだった！　みたいなパターンもあるみたいです。




【ＳＮＳのコミュニティ】

　これは数年前の話しになり、今そのＳＮＳは廃すたれてしまっているので、最近では難しいのかもしれませんが、とあるＳＮＳのコミュニティ上で出会い、ＳＮＳ上でメッセージをやり取りした後、実際に二人で遊ぶことになり、お付き合い、結婚、と順調に進んだカップルさんがいらっしゃいました。

　こちらも、ＳＮＳのコミュニティということで、趣味が合ったことが大きかったのかもしれません。




　今パッと浮うかんだのはこのような感じでした。

　いかがでしたでしょうか。

　この中で、ご自身に合いそうだ！　と思う出会いの方法があったのであれば、気が向いたら試ためして頂けたら嬉うれしく思います。

　特に恋人を欲ほつしていない方には、大変無む駄だなスペースを失礼致しました。




『同棲オタク』では、このようなオタクの出会いの場について描えがくことができたり、今までの作品では描くことができなかったタイプのキャラクターを登場させることができたりして、一巻から最終巻まで、楽しく執しつ筆ぴつすることができました。

　読者の皆様は、いかがでしたでしょうか。

　最終巻の展開など、ご納なつ得とく頂けるエンドを迎えられたでしょうか。

　少しでも楽しんで頂けたようであれば、とても嬉しく思います。

　ラブコメ作品の特性上、誰だれか一人を選ばなければならない（と私は思っている）ため、望んでいたエンドと違ちがう！　という方がいらっしゃいましたら、申し訳ありません……。

　基本的に執筆中は主人公の景虎に感情移入していたため、最終巻では様々な女性キャラに対して、すまん！　という気持ちで執筆しておりました……。

　ですがきっと、彼女たちは景虎と幸せになれなくとも、自分の力で幸せになっていく（もしくは既すでになっている）と思いますので、もし心苦しく思って下さっている方がいらっしゃっても、ご安心頂ければと思います。

　改めまして、最終巻まで、景虎、心、そして全すべてのキャラクターたちの行く末を見守って下さり、誠にありがとうございました！




　最後に謝辞を。ご指導頂きました担当様。誠にありがとうございました。いつもご迷めい惑わくおかけして申し訳ありません！

　イラストレーターの館たて川かわまこ先生。

　改めて、今作品のイラストをご担当頂きまして、誠にありがとうございました。色々とご迷惑をおかけして、申し訳ありません。

　最終巻も可愛かわいいイラストをたくさんありがとうございました！

　あとがきの心のウェディングドレス姿はとても美しく可愛らしく、見とれてしまいました。温かいコメントも、とても嬉しかったです。ありがとうございました。




　そして、ここまでお付き合い頂きました読者の皆みな様さま。誠にありがとうございました！

　またどこかでお会いできたら、とても嬉しく思います。


村上凛
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